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ᶗ ைҩྍਓཆϓϩδΣΫτ事業֓ཁࠇ

地域から日本の医療の未来を描く！

黒 潮 医 療 人 養 成 プ ロ ジ ェ ク ト と は ？

本プロジェクトは文部科学省の 「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」 として採択された７年間の事業
です。 高知大学を代表校として、和歌山県立医科大学、三重大学とともに地域ニーズに応える総合的な能力を有する
「黒潮医療人」 を養成することを目標としています。

３大学の立地する３県は、太平洋に面し長い海岸線を有すという地形的な特徴があり、県中心部より遠隔地の
過疎高齢化の進展、医療確保が課題となっています。 さらに、南海トラフ巨大地震の震源域にあり、発災時には大きな
津波被害が想定され、災害医療、公衆衛生において大きな地域ニーズが発生することが予測されています。

このような地域課題を共有する３大学におい
て、 行政、 地域医療機関とも連携し、 学生が
より深く学ぶことができるよう医学部教育の継続
的な改善を目指すものです。

本プロジェクトでは、 大学外の地域の医療を
担う病院を地域医療人材養成拠点病院と位
置づけ、体験実習や長期滞在型クリニカルクラー
クシップの実習を展開します。 これらの病院には、
地域枠卒業医師も多く勤務しており、 キャリア教
育の面からも期待されます。

黒潮医療人養成プロジェク ト の教育プログラム

本プロジェクトでは、①体験実習、②アクティブラーニングコース、③長期滞在型クリニカルクラークシップ（LIC）を各大学
のカリキュラムに沿って実施していきます。  

これらの教育プログラムの実施には、地域医療人材養成拠点病院を学びのフィールドとして活用します。 サイトビジット、
授業の相互参観、 e-learning コンテンツの共同制作、 学生の相互交流などを積極的に進め、 継続的に質の向上を
目指します。 また、 年１回合同シンポジウムを開催し、 相互交流を進めるほか、 ウェブサイトや SNS を活用した情報
発信もおこないます。

ઃࢪՃࢀை医療人養成ϓロδΣΫトࠇ

ҭϓロάϥϜ֓ཁڭை医療人養成ϓロδΣΫトのࠇ
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３大学間の学びの共有で、質の高い教育を実現

大 学 間 相 互 交 流

本プロジェクトでは、 3 大学の学生相互交流を積極的に推進しています。
長期滞在型クリニカルクラークシップ（LIC）では、 令和 5 ～ 6

年度に 3 大学計 21 名の学生が、 大学間の学生相互派遣を
通じて県外の地域拠点病院で実習を行いました。 また、 アクティ
ブラーニングコースでは、 3 大学の学生による合同実習や学会への
合同参加を実施しています。

異なる大学との交流は、 学生に新たな学びや刺激をもたらす
だけでなく、 教員にとっても互いの優れた取り組みを取り入れる
機会となり、 教育の質の向上につながると実感しています。

期 待 さ れ る 効 果

地域医療に従事する医師の養成には、 学生時代の地域医療に関する実習等を通じた地域医療マインドの涵養が重要
であることが認識されています。 本プロジェクトを通して、 継続的な教育の質の向上とともに、 地域に定着する医師の増加、
分野横断的な診療科に進む医師の増加が期待されます。 具体的には、 地域ニーズの
大きいものの十分に養成の進んでいない総合診療科、 救急科、 感染症科を選択する
地域枠卒業医師が増加することを達成目標の一つとしております。

本プロジェクトは地域枠学生のみならず、 興味のある医学生は誰でも参加可能です。
多くの学生を迎え、 ６年間を通じ多様な学びを提供し、 地域ニーズに応える医療人の
養成を目指します。

長期滞在型クリニカルクラークシップ（LIC）では、 令和 5 ～ 6
年度に 3 大学計 21 名の学生が、 大学間の学生相互派遣を
通じて県外の地域拠点病院で実習を行いました。 また、 アクティ
ブラーニングコースでは、 3 大学の学生による合同実習や学会への
合同参加を実施しています。

異なる大学との交流は、 学生に新たな学びや刺激をもたらす
だけでなく、 教員にとっても互いの優れた取り組みを取り入れる
機会となり、 教育の質の向上につながると実感しています。

分野横断的な診療科に進む医師の増加が期待されます。 具体的には、 地域ニーズの
大きいものの十分に養成の進んでいない総合診療科、 救急科、 感染症科を選択する
地域枠卒業医師が増加することを達成目標の一つとしております。

本プロジェクトは地域枠学生のみならず、 興味のある医学生は誰でも参加可能です。
多くの学生を迎え、 ６年間を通じ多様な学びを提供し、 地域ニーズに応える医療人の
養成を目指します。

黒潮医療人養成プロジェクト
ウェブサイト
URL: https://kuroshio-pjt.com/

インスタグラム
ID: kuroshio_pj
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˙��େֶͷڭҭプロάϥϜ
❶ɹମ࣮ݧश

　低学年から地域医療人材養成拠点病院や地域にෝき、現場の医療を体験したり、地域診அ等の
プログラムを通して、地域のニーズを体験します。

େ��ֶ��໊ ରֶ年
ఔ

人
ʢ年࣍ʣ 　　　༰

高知大学

1 年次
2 月 /8 日間 20 人

・大学病院での実習「臨床体験実習Ⅰ」「臨床体験実習Ⅱ」
「臨床体験実習Ⅲ」を、地域医療人材養成拠点病院で
も選択可能とする

・各病院に在籍する地域枠卒業医師（臨床研修医、専攻
医）と学生がペアとなり、マンツーマンで直接指導を
受ける

・救急受診、入ୀ院支援、在医療など地域ニーズを理
解できる内容を学ぶ

・ワークショップや地域౿破など、病院外の実習プログ
ラムも含む

・全学生を対象とするが、希望者多数の場合は地域枠学
生を༏ઌする

2 年次
9 月 /8 日間 20 人

3 年次
2 月 /8 日間 20 人

和Վཱݝࢁ
医科大学

2 年次
10 月 /2 日間 6 人

・キャリア教育の一である附属病院での病棟実習Ⅰ、
病棟実習Ⅱを地域医療人材養成拠点病院等でも実施可
能とする

・在籍する地域枠卒業医師とペアとなり直接指導を受ける
・地域枠学生が主であるが一般枠学生も選択可とする
・地域医療におけるコメディカルの役割、チーム医療に

ついての理解を深め、医療の専門職としての役割の自
֮と責任を感じる機会とし、Ϟラル・人間性も身につ
ける

3 年次
2 月 /2 日間 6 人

ॏ大学ࡾ 1・2 年次
通年 205 人

・7 ～ 8 名のグループにわかれ、各グループが県内全 29
市町村のうちの 1 市町村に 2 年間継続して関わる

・1 年次は地域調査・地域診அをおこない、2 年次には
地域診அの結果に基づいて地域貢献活動を実施する

・全体講義、自己学習、グループ学習（教員・市町村担
当者からの指導を含む）、実習により構成する

・看護学科との合同授業

�
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❷ɹΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔε
　複数年次にわたる能動的な調査・研究活動を通じ、地域課題をより高いレベルで理解します。

େֶ໊ ίʔε໊ ରֶ年
ఔ

人
ʢ年࣍ʣ 　　　༰

高知大学

地域総合
診療コース

2 年次～
4 年次

通年

半日ʷ
2 回 / 週

5 人

・ઌ医療学推進センター「地域総合診療・臨床疫学研究
班」所属

・臨床現場での経験を通して、地域医療課題をந出し、臨
床疫学研究に取り組む

・３年間で 1 回以上の学会発表もしくは論文ࣥචをおこなう

医療DX
コース 5 人

・ઌ医療学推進センター「医療̙̭・データヘルス研究
班」所属

・ICT を活用した遠隔医療、医療連携、多職種協働の現状
について学習する

・EHR（Electronic Health Record）、PHR（Personal
Health Record）を活用した地域支援について学習する

・３年間で 1 回以上の学会発表もしくは論文ࣥචをおこなう

災害救急・
感染症コース 10 人

・ઌ医療学推進センター「感染・災害救急医療研究班」
所属

・救護所設営等の救急医療災害訓練、津波避難タワー１泊
体験実習、b98 ߽Ӎ被災地見学研修などの災害実習を通
して、避難所での感染症予防対策、感染症・災害医療の
知識を習得する

・３年間で１回以上の学会発表もしくは論文ࣥචをおこなう

和Վཱݝࢁ
医科大学

地域総合
診療コース

1 年次～
5 年次

5 日間
または
10 日間

5 人

・地域医療の課題についての事前学習として、アクティブ
ラーニング（問題基盤型学習（PBL）、チーム基盤型学習
法（TBL）、Case-Cased Discussion（CBD）等）、グループ
ワーク、オンデマンド教材により集中的に習得する

・学生の希望によりマッチングした地域拠点病院・保健所で
実習

災害救急・
感染症コース 3 年次 10 人

・臨床医学系講義「救急医学」の中に、災害医療関連の講
義 1 コマを組み込む

・Ն期休業中に課外実習 3 コマを実施するʀ①津波関連施
設の見学・体験、②避難所の設置・運営・応急手当、③
避難所に関わる予防医学（感染症を含めて）

ॏ大学ࡾ

地域総合
診療コース

1 年次～
6 年次 8 人

・新医学専攻コース（1 ～ 6 年次）、研究室研修（3 ～ 4 年
次）の枠組みで総合診療医養成を目的として、研究活動
と能動的学習を֦充したコース

・4 年次に学内での成果発表会で発表をおこなう
・6 年間で 1 回以上の学会発表もしくは論文ࣥචをおこなう

災害救急・
感染症コース

3 年次～
6 年次 125 人

・PBL チュートリアル教育（3 ～ 4 年次）において新興感染
症事例を通して学ぶ

・感染症ユニット期間中に中部国際空港検疫施設での終日
の実習（希望者 20 名）

・臨床実習前集中講義において感染症疫学シリーズを設定
する

・全科ローテーション型臨床実習（4 ～ 5 年次）・救急部
ローテーションにおいて、感染症患者に対する救急対応
を AR（Augmented realitZ ֦ு現実）機器を活用して学
習する
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❸ɹظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
　地域医療人材養成拠点病院で長期滞在型のクリニカルクラークシップをおこない、総合的な診療
能力を身につけます。

େ��ֶ��໊ ରֶ年
ఔ

人
ʢ年࣍ʣ 　　　༰

高知大学
6 年次

4ϲ月間のうち
4 週間以上

12 人

・総合診療、救急、感染症など地域ニーズに応えられる
総合的な臨床能力を身につける

・外来・救急でのॳ期対応から、入院診療、ୀ院調整な
ど一人の患者に継続的に関わる

・救急、感染症などについて、オンラインでの指導、オ
ンデマンド教材の視聴などにより学習する

・入ୀ院支援～在療養まで ICT システムを活用した多
職種協働（情報共有、カンフΝレンス等）に参加する

・大学病院・地域医療人材養成拠点病院との遠隔カン
フΝレンス、地域医療人材拠点病院・診療所間のオン
ライン診療（Doctor to Doctor）、過疎地域の通院ࠔ
難者を対象としたオンライン診療（Doctor to Patient
Xith Nurse）など ICT を活用した診療に参加、見学する

・院内での実習のみならず院外においても健康増進活動
などの地域活動に関わる

和Վཱݝࢁ
医科大学

6 年次
6ϲ月間のうち

3 週間
25 人

ॏ大学ࡾ
6 年次

4ϲ月間のうち
4 ～ 5 週間

4 人

❹ ߹ಉγϯϙδϜ
年に 1 回、3 大学合同でオンラインシンポジウムを開催します。ハイブリッド形式での開催とし、

現地参加する各大学の学生・教職員による事業成果の発表や、意見交換を通じて交流を深める場と
します。また、行政、地域医療機関、高校生などにも広く参加をݺびかけ、本プロジェクトの理解
を進めるとともに、地域志向性の高い医学生の入学を促す効果も期待されます。

�
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˙　̏େֶͷڭҭプロάϥϜͷ࣮گ֓ࢪʢ令和６年度ʣ

ҭプロάϥϜڭ 令和６年度ܭը
ʢఔද࡞成࣌ʣ ཤ म ɾࢀ Ճ ঢ় گ ֶੜɾࢀՃऀͷ

ධՁͳͲ

ମ ݧ ࣮ श
3 大学で計 482 名の
実習を計画。

概ね計画通り 3 大学で計 470 名が実習をおこ
なった。

学生の実習に対する満
足度や報告会でのピア
評価は高い傾向。

Ξ
Ϋ
ς
ỹ
ϒ
ϥ
ồ
χ
ϯ
ά
ί
ồ
ε

地域総߹
療

３大学で計 52 名の
履修を計画。
大学間の学生相互
交流、サイトビジット、
学生の学会発表も
計画。

3 大学で計 43 名の学生が履修した。
˙大学間の学生相互交流、学会発表：

・日本プライマリ・ケア連合学会学術大会に
3 大学で合同参加（学生計 19 名、教員計
7 名）。うち学生 3 名が演題発表（令和 6

年 6 月）。
・日本プライマリ・ケア連合学会近畿地方会

に和歌山県立医科大学の学生 5 名が参加
し、1 演題を発表（令和 6 年 11 月）。

˙サイトビジット：高知県にて実施。和歌山県
立医科大学 3 名、三重大学 3 名の教職員が訪
問（令和 6 年 5 月）。

研究活動や学会発表を
通じて、科学者として
の姿勢と視点を養い、
地 域 医 療 へ の 理 解 を
深めることができている。

医療%9

高知大学で 10 名の
履修を計画。学生の
学会発表も計画。

5 名の学生が新たに研究班に登録し、計 6 名の
学生が履修した。
˙サイトビジット：高知大学での研究班活動の

様子を和歌山県立医科大学、三重大学の教職
員が視察（令和６年 5 月）。

˙学会発表：日本疫学会学術総会で学生 1 名が
演題発表（令和 7 年 2 月）。

各学生の研究テーマに
ついて順調に分析作業
を進めることができて
いる。

・ٸٹࡂ
છײ

3大学で計425名の
履修を計画。
大学間の学生相互
交流、サイトビジット、
学生の学会発表も
計画。

概ね計画通り 3 大学で計 398 名の学生が履修
した。
˙大学間の学生相互交流、サイトビジット：

・高知県総合防災訓練に 3 大学の学生計 87
名（高知 67 名、和歌山 2 名、三重 18 名）、
教職員計 10 名（高知 4 名、和歌山 3 名、
三重 3 名）が参加（令和 6 年 5 月）。

・三重大学多数傷病者受入訓練に 3 大学の学
生計 147 名（高知 8 名、和歌山 4 名、三
重 135 名）、連携校教員 3 名（高知 2 名、
和歌山 1 名）が参加（令和 6 年 9 月）。

・金沢大学および能登半島の病院や施設を学
生 13 名（高知 4 名、三重 9 名）で視察（令
和 7 年 3 月）。

˙学会発表：日本災害医学総会・学術集会に学
生計 14 名（高知 11 名、三重 3 名）が参加し、
うち 5 名が演題発表（令和 7 年 3 月）。

3 大学合同実習後の学
生レポートでは、実習に
対して好意的な意見が
多かった。宿泊を伴う合
同実習企画では、意見
交換が活発におこなわれ、
大学間での交流を深め
るのに有効であった。

ظܕࡏ
ΫϦχΧϧ
ΫϥʔΫγοϓ

３大学で計 29 名の
実習を計画。

計画を上回る計 52 名の学生が実習をおこなっ
た。うち 15 名が大学間学生相互派遣として自
県以外の拠点病院で実習をおこなった。

高知大学の学生による
評価では、本プロジェクト
の拠点病院での実習は、
指導体制等に関して評
価が高かった。和歌山
県立医科大学での学生
アンケートでは、事前
ミーティングや振り返り、
実習報告会ともに非常
に好評であった。

߹　ಉ
γϯポδϜ

150名の参加を計画。 3 月 8 日に和歌山県で開催。計画を上回る 160
人（現地 86 人、オンライン 74 人）が参加。

参加者アンケートの結果、
各プログラムの満足度
は概ね 9 割以上と高評
価であった。

�
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ᶘ 事業実施ɾධՁͷମ੍

　̍ɽ事業࣮ࢪମ੍
　各大学において、医学部長をリーダーとした実施体制を構築しています。各大学において事業の
実務担当者、教務担当者、関連する講座の責任者、地域枠学生等からなる連携校事業推進委員会を
年に 2 回以上開催し、事業の実施計画の策定、進捗状況の確認、プログラム評価、目標ୡ成のベ
ンチマークなどをおこないます。必要に応じて、地域医療人材養成拠点病院の担当者、行政関係者
も委員に加えるものとします。事業の円滑な実施のために、実務を担当する教員および事務員を各
1 名配置します。
　事業全体としては、各大学の医学部長、実務担当者からなる事業推進委員会を年 1 回開催し、
大学間の調整の他、年間計画の策定、予算のࣥ行状況の確認をおこないます。

ਪਐҕһձۀࣄ�˙　　
শུܟ

໊　　ࢯ 　　　৬

ҕ һ  Ҫ　্　࢙　ܒ 高知大学医学部�

෭ҕһ
　ވ　知　೭ 和Վཱݝࢁ医科大学医学部�

ฏ　ࢁ　խ　ߒ ॏ大学医学部ࡾ
तڭ科学ࣇ科খڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ

ҕ　　һ

　ඌ　　ඒ 高知大学医学部ෟଐ病院総߹療部ڭत�

Ѩ୩　හ　ӳ 高知大学医学部Ոఉ医療学ڭ࠲ߨत
高知地域医療支援ηϯλʔ෭ηϯλʔ��

　　༗Ղཬ 高知大学医学部ಛڭत（高知地域医療支援ηϯλʔ）

্　　խ　າ 和Վཱݝࢁ医科大学地域医療支援ηϯλʔ・ڭत�

ଜ　ా　ݦ　 和Վཱݝࢁ医科大学ڭҭڀݚ։ൃηϯλʔ・ڭत�

　ଜ　༗　ฏ तڭ科౷߹ༀཧ学ڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学部ڭ務ҕһ　医学・ޢ学ڭҭηϯλʔ　ηϯλʔ（代ཧ）

成　ా　ਖ਼　໌ �तڭੜ医学࠶科ൃੜڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学部ೖࢼҕһ�

લ　ా　ത　ڭ 高知ཱ͖͋ݝ総߹病院院�

　ங　Ұ　ݩ 高知߁݈ݝࡦ部医療ࡦ課課�

　　˙�ྩ和�ࠇை医ྍਓཆϓϩδΣΫτۀࣄਪਐҕһձ
　 日　　時：令和 7 年 2 月 13 日（木）17：00 ～ 18：00
　 開催方法：オンライン会議（[oom）
　 参 加 数：委員˙人

��
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　　˙�高知大学࿈ۀࣄߍܞਪਐҕһձ
শུܟ

໊　　ࢯ 　　　৬

ҕ һ  Ҫ　্　࢙　ܒ 高知大学医学部�

ҕ　　һ

　　༗Ղཬ 高知大学医学部ಛڭत（高知地域医療支援ηϯλʔ）

　ඌ　　ඒ 高知大学医学部ෟଐ病院総߹療部ڭत�

౻　ా　ത　Ұ 高知大学医学部ෟଐ医学ڭҭηϯλʔ　ڭत

Ѩ୩　හ　ӳ 高知大学医学部Ոఉ医療学ڭ࠲ߨत
高知地域医療支援ηϯλʔ෭ηϯλʔ�

　ҏ知　ٶ 高知大学医学部医療学 �༧医学・地域医療学（ެऺӴੜ学）।ڭत�

　ޗ　ۘ　ࢁ 高知大学医学部ػةཧ医療学࠲ߨಛڭत�

　խ　人　ٶ 高知大学医学部ٸٹ・ࡂ医療学ڭ࠲ߨत

༝　Ղ　؛　ࢁ 高知大学医学部ྟচײછ学ڭ࠲ߨत�

ө　ݑ　ా　ࠤ 高知大学医学部ྟচӸ学࠲ߨಛڭत�

త　　　　ढ़ 高知ཱ͖͋ݝ総߹病院総߹科部�

　ଜ　ণ　࢙ 高知഼ཱݝଟ͚ΜΈΜ病院෭院�科部（総ׅ）��
�मཧηϯλʔݚ

　װ　ࢬ　౻ 高知地域医療支援ηϯλʔ
高知大学医学部ෟଐ病院ྟচڭڀݚҭ・人材ҭ成ηϯλʔ

౻　ຊ　৽　ฏ 高知大学医学部医学科

　҆　　　ؔ 高知大学医学部学務ҕһ

ย　ࢁ　ਖ਼　 高知大学医学部・病院事務部部�

ྛ　　　大　ᠳ 医学科4年ੜ�

খ　ౡ　Ղ　ಸ 医学科3年ੜ�

ۙ　　大　ۭ 医学科2年ੜ�

༉　　ᰜ　ر 医学科�年ੜ�
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　　˙�和歌山県立医科大学࿈ۀࣄߍܞਪਐҕһձ
শུܟ

໊　　ࢯ 　　　৬

ҕ һ  　ވ　知　೭ 和Վཱݝࢁ医科大学医学部�

෭ҕһ�
্　　խ　າ 和Վཱݝࢁ医科大学地域医療支援ηϯλʔ・ڭत�

ଜ　ా　ݦ　 和Վཱݝࢁ医科大学ڭҭڀݚ։ൃηϯλʔ・ڭत�

ҕ　　һ

ৠ　　ण　ل 和Վཱݝࢁ医科大学地域医療支援ηϯλʔ෭ηϯλʔ・ࢣߨ

த　ଜ　༗　و 和Վཱݝࢁ医科大学地域医療支援ηϯλʔॿڭ

୩　ຊ　ࢤ　و 和Վཱݝࢁ医科大学ڭҭڀݚ։ൃηϯλʔ।ڭत

　　　Ί͙Έ 和Վཱݝࢁ医科大学ڭҭڀݚ։ൃηϯλʔॿڭ

ኍ　　ণ　 和Վཱݝࢁ医科大学ෟଐ病院ل院科ڭत

Ҫ　্　ໜ　྄ 和Վཱݝࢁ医科大学ٸٹ・ूத࣏療医学ڭ࠲ߨत

ా　ଜ　ࢤ　એ 和Վཱݝࢁ医科大学ෟଐ病院ل院科।ڭत

த　ౡ　　　ڧ ೆ和Վࢁ医療ηϯλʔٸٹ໋ٹ科医・ࡂ医療ରࡦ室

খ　ઘ　༞　հ 和Վཱݝࢁ医科大学ྟচײછ੍ޚ学ڭ࠲ߨत

ੜ　　ࢤ　و 和Վཱݝࢁ医科大学事務局

　າ　ా　ؠ 医学部6年ੜ

　ാ　྄　า 医学部6年ੜ

࡙　࿏　ઍ　ࢁ 医学部6年ੜ

࢜　ߊ　ॅ　ࡾ 医学部�年ੜ

Ṥ　্　和　ਅ 医学部4年ੜ

ॣ　ా　　ढ़ �ຽ病院院ࢢຊڮ

࢘　ຊ　म　ࢁ �อ͢͞Έ病院院ࠃ

த　　　ل　文 ಹஐউӜொཱԹઘ病院

��
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　　˙�三重大学࿈ۀࣄߍܞਪਐҕһձ
শུܟ

໊　　ࢯ 　　　৬

ҕ һ  　ଜ　༗　ฏ तڭ科౷߹ༀཧ学ڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学部ڭ務ҕһ�医学・ޢ学ڭҭηϯλʔ（代ཧ）

ҕ　　һ

ฏ　ࢁ　խ　ߒ ॏ大学医学部ࡾ
�����������तڭ科学ࣇ科খڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ

দ　Ԭ　ਅ　ཧ तڭ学ޢࣇ科খڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
務ҕһڭ学科ޢ

　ࢁ　༟　ೋ तڭ科学֎ࣇখ・科ফԽڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学部ෟଐ病院෭病院（ڭҭ・地域࿈ܞ୲）

ླ　　　　ܓ तڭ　療ηϯλʔ࣏総߹ूத・ٸٹ໋ٹॏ大学医学部ෟଐ病院高ࡾ
છ科科ײ

　ݑ　ຊ　ࢁ तڭ　ॏ大学医学部ෟଐ病院総߹療部ࡾ

和ా　ণ　೭؛ तڭҭηϯλʔ　।ڭ・ਪਐࡦରࡂॏ大学医学部ෟଐ病院ࡾ

成　ా　ਖ਼　໌ तڭੜ医学࠶科ൃੜڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学部ೖࢼҕһ

　ൟ　ࢁ　٢ तڭҭ学।ڭ科医学医療ڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ
医学・ޢ学ڭҭηϯλʔ।ڭत

Լ　๕　थ　ࢁ ڭҭηϯλʔॿڭ学ޢ・科医学ڀݚܥॏ大学大学院医学ࡾ

　ඌ　　ਖ਼ （ை医療人養成ϓロδΣΫト୲ࠇ）ڭॏ大学医学部ॿࡾ

　ຊ　ᣈ　ླ 学ੜ（6年ੜ：͖Ύ͏Ί͍部ɺࡂ医療）

　ᔨ　ঊ　ٶ 学ੜ（�年ੜ：͖Ύ͏Ί͍部）

　Ҫ　ܒ　ଠ 学ੜ（4年ੜ：ࡂ医療）

ޔ　Ԃ　ᠳ　ٶ 学ੜ（3年ੜ：総߹療）

ޛ　ౡ　ਅ　ٶ 学ੜ（3年ੜ：総߹療）

௶　ా　ಸಸา 学ੜ（3年ੜ：ࡂ医療）

ງ　Ҫ　　　学 ຎ病院ཧऀ݉病院ࢤཱݝॏࡾ

౻　Ҫ　ӳଠ ໊ுཱࢢ病院院

ླ　　　໌ հޢ人อ݈ࢪઃ͖ͳΜԓࢪઃ　
ೆ支部لमηϯλʔݚ地域医療ݝॏࡾ

ٱ　ఴ　ঘ　ࢁ ொཱೆҏ病院院
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　̎ɽ事業ධՁମ੍
　毎年、各大学において自己点検評価をおこない、改善点を事業計画にөさせます。また、連携
大学が相互にサイトビジットをおこないピア評価をおこないます。これらの自己評価を取りవめ、
事業推進委員会に報告するとともに、外部委員、行政関係者を含む評価委員会の評価を受けるもの
とします。評価指標として、プログラムの実施状況、履修した学生数、制作した e-learning 教育コ
ンテンツの数等を用います 。

ධՁҕһձۀࣄ�˙　　
শུܟ

໊　　ࢯ 　　　৬

ҕ һ  Ո　อ　ӳ　ོ 高知ݝཧ事（อ݈医療୲）・݈߁ࡦ部医

෭ҕһ 　ޱ　　ࢠ ૣҴా大学ࡁܦ࣏学ज़院ڭत

ҕ　　һ
高　ଜ　ত　ً ࢁ大学医学部医学ڭҭ学ڭ࠲ߨत

　ຊ　　　ळ Ұൠࣾஂ๏人高知医療࠶ੜߏػཧ事

　　˙�ྩ和�ۀࣄධՁҕһձ
　 日　　時：令和 7 年 3 月 14 日（金）18：00 ～ 19：00
　 開催方法：オンライン会議（[oom）

　 〈 評価委員からの主なご意見 〉
・多くの参加者が実習や学会発表に参加しており、また各大学でオンラインでの合同振り返り

にも参加しているなど、良い取組がおこなわれていると感じている。
・学生が長期に地域で実習をし、複数の大学で相互派遣がおこなわれている点はૉらしいと

感じた。現在の実施期間が 4 週間前後であるが、国際的な基準の LIC は࠷低 6 週間であるの
でその点はཹ意。地域での滞在期間が長くなっていることは非常に重要であり、この取組が
さらに充実していくことを期待。

・e-learningコンテンツの視聴回数や時間についての評価方法を今後検討しておくことが有益と
考える。

・事業採択時の選定委員会からのコメントにあったように、地域枠学生だけでなく、一般枠の
学生にも興味を持ってもらうことが大事。参加者数が増えている中で、地域枠以外の学生の
参加状況も把握していくことが有効と考えられる。

・地域志向性の指標は非常に良いと考える。3 大学だけでなく、全国規模で調査をおこなえば、
各大学の医師養成課程の教育プログラムをより統計的に信པできる形で評価できるかも知れない。

・総合診療科や救急科、感染症科に進んだ人数をどのように評価すべきか検討が必要。
・本事業の成果を期間で評価するのは難しい。本事業のਅの成果は、地域医療への理解が深

まった医師を育成することであり、プロセス評価を重視し、長期的な視点で効果を考えるべき。
・学生の地域医療に対する意識やマインドの変化を測ることもアウトカムの一つ。地域志向性

を高める本プロジェクトのような教育的取組は継続的におこなう必要があり、持続可能な体
制を構築することが重要。

・毎年、活動内容が充実し、活発になっていると感じた。
・情報発信を通じて地域志向性の高い入学者が増えることは県にとっても有益であり、そのよ

うなつながりを広げることが重要である。

��
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Ⅲ 事業実施状況報告

　̍ɽڭҭプロάϥϜ
❶ɹ高知大学

人事͓ΑͼӡӦମ੍

令和 6 年 4 月　本プロジェクトを担当する特任教授、事務補佐員を継続雇用
令和 6 年 6 月　第 1 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況を確認
令和 6 年 12 月　第 2 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況と来年度の準備状況を確認

گҭプロάϥϜਐঢ়ڭ

ମ࣮ݧश

令和 6 年 9 月 10 ～ 12 日　臨床体験実習Ⅱ（前半）幡多けんみん病院で 2 年生 11 名が実習
令和 6 年 9 月 17 ～ 19 日　臨床体験実習Ⅱ（後半）あき総合病院で 2 年生 7 名が実習
令和 7 年 2 月 5 ～ 7 日　臨床体験実習Ⅰ（前半）あき総合病院で 1 年生６名が実習
令和 7 年 2 月 12 ～ 14 日　臨床体験実習Ⅰ（後半）幡多けんみん病院で 1 年生 14 名が実習

　大井田病院で 4 年生 2 名、四万十市民病院で 4 年生 2 名が実習（同日程）
令和 7 年 2 月 18 ～ 20 日　臨床体験実習Ⅲ（前半）幡多けんみん病院で３年生 10 名が実習
令和 7 年 2 月 25 ～ 27 日　臨床体験実習Ⅲ（後半）あき総合病院で３年生 7 名が実習
令和 7 年２月 17 ～ 19 日　弘前大学から教職員５名のサイトビジットを受入　臨床体験実習Ⅰ報告会

　及び幡多けんみん病院での臨床体験実習Ⅲを視察
サイトビジット会議を実施

ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔε

令和 6 年 4 月　履修学生確定、各研究班授業開始
〈地域総合診療コース〉　2 年生 1 名登録　3 年生 4 名継続　それぞれのテーマに沿った研究を進めている
令和 6 年 6 月

令和 6 年 5 月 20、21 日

令和 6 年 11 月 16、17 日

第 15 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（浜松市）に学生 5 名参加、
うち 1 名ポスター発表
和歌山県立医科大学、三重大学の教職員計６名のサイトビジット受入
地域総合診療・臨床疫学研究班の活動見学、サイトビジット会議を実施

（和医大 3 名、三重大 3 名、高知大 9 名の教職員が参加）
日本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック支部地方会（松山市）に 3 年生
4 名が参加

〈医療DXコース〉　2 年生５名登録　3 年生 1 名継続
医療介護連携システム（高知家＠ライン）を用いた実習、レセプトデータ等を用いた分析に取り組んでいる
令和 6 年 5 月 20、21 日
令和 6 年 5 月 20、21 日
令和 7 年 2 月 12～14 日

和歌山県立医科大学、三重大学の教職員計 6 名のサイトビジットを受入
医療 DX・データヘルス研究班の活動見学、サイトビジット会議に参加
日本疫学会学術総会（高知市）で学生 1 名が演題発表

〈災害救急・感染症コース〉　2 年生６名登録　3 年生 6 名継続
令和 6 年 5 月 25、26 日 

令和 6 年 9 月 28、29 日　

令和 7 年 3 月 6～ 8 日

令和 7 年 3 月 13～15 日

高知県にて 3 大学合同実習実施　消防防災航空センター見学、香南市での
高知県総合防災訓練に参加（和歌山県立医科大学 2 名、三重大学 18 名、
高知大学医学科 7 名・看護学科 60 名が参加）
三重大学防災訓練多数傷病者受入訓練・病院防災訓練施設見学
高知大学から 10 名（教員 2 名・学生 8 名）が参加
日本災害医学会総会・学術集会（愛知）に学生 11 名が参加し、うち 3 名が
発表
金沢大学、能登半島の病院及び施設の視察に学生４名、教員 1 名が参加
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ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ

令和 6 年 4 月
　　学生県外派遣について学務委員会で審議、教授会で報告
令和 6 年 4 ～ 7 月
　　幡多けんみん病院、あき総合病院の黒潮医療人養成コースで高知大生各 3 名が実習
　　幡多けんみん病院で和医大生 2 名、あき総合病院で和医大生 1 名、三重大生 1 名を実習受入
　　県外派遣として、高知大生 5 名を地域医療人材養成拠点病院に派遣
　　　三 重 県：紀南病院（1 名）
　　　和歌山県：那智勝浦町立温泉病院（1 名）、紀北分院（1 名）、橋本市民病院（2 名）
令和 6 年 5 月 20、21 日

　和歌山県立医科大学、三重大学の教職員計６名のサイトビジットを受入　あき総合病院を視察し、実習中の
　　三重大生、本学学生及び指導医らと意見交換　サイトビジット会議を実施

ͦɹͷɹଞ

令和 7 年 1 月　第 3 回全国フォーラムに参加し（教員 2 名、事務職員 1 名）、事業報告
令和 7 年 3 月　第 3 回合同シンポジウム（和歌山県立医科大学主催）に参加（現地参加：教職員 5 名、

学生 4 名）

ධՁݾࣗ

　各教育プログラムとも概ね計画通りに進捗している。
　体験実習は、学内での実習と比較して学生の評価が高く、有意義な体験が得られていると考えている。

アクティブラーニングコースでは、各コースとも順調に活動を進めており、3 大学での交流事業も積極
的におこなっている。特に、防災訓練等の合同実習は学生の満足度も高く、主体的な学びを促進する貴重
な機会となっていると考えられる。
　長期滞在型クリニカルクラークシップでは、学生や指導者からの報告を通じて、充実した診療参加型実
習がおこなわれていることが確認されており、本プロジェクトの特徴である 3 大学の連携での学生相互派
遣の効果は大きいと考えられる。オンラインでの合同振り返りを取り入れることで、学生の学びだけでな
く運営側へのフィードバックも得られ、継続的な改良をおこなうきっかけとなっている。
　今後も、プログラム内容のさらなる充実を図るとともに、教育の質の向上に努めたい。

˙�࿈ۀࣄߍܞਪਐҕһձ

医学部Λ͡Ίɺ࣮ 務୲ऀɺؔ ࿈࠲ߨのऀɺ地域医療人材養成拠点病院の୲ऀɺ地域学ੜͳͲ͕ࢀՃ͢Δ
࿈ߍܞ事業ਪਐҕһձΛ։࠵（ୈ2ճ・令和6年�2月）
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˙�ମ࣮ݧश

˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔε
 ɹ・Ҭ૯߹ྍίʔε

 ɹ・医ྍ%9ίʔε

ɺ（ӈ）ຊӸ学ձ学ज़総ձͰのポスλʔൃද（令和7年2月）（令和6年�月）ࢹಈΛ׆ڀݚ৬һ͕ڭのߍܞ࿈（ࠨ）

ମ࣮ݧश（̎年࣍）の༷（ࠨ）：ࢠ͋ ͖総߹病院ɺ（ӈ）഼ ଟ͚ΜΈΜ病院（令和6年̕月）

഼ଟ地域ͰのϑΟʔϧυϫʔΫʹ͓͚Δ
学ੜのϑΥトϘΠスߘ（令和̒年̕月）

ମ࣮ݧशใࠂձ（̍年࣍）：
͖͋総߹病院Ͱ࣮शͨ͠άϧʔϓのൃදスϥΠυ��（令和7年2月）

ༀ局Ͱのௐࠪɺ（ӈ）ຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձ学ज़大ձͰのポスλʔൃද（令和（ࠨ） 6 年 6月）
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 ɹ・ײ・ٸٹࡂછίʔε

˙�ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
 ɹ・高知県ͷ -*$ ͷ༷ࢠʢྩ和�̐ʙ�݄ʣ

 ɹ・県֎ -*$ ͷ༷ࢠʢྩ和�̐ʙ�݄ʣ

Ճࢀʹ༗ձڞݟઃɺ大月ொͱのҙࢪޢの大月病院Ͱの࣮शதɺ病院ͱհܞଟ͚ΜΈΜ病院ͱ࿈഼（ࠨ）
（த）͖͋総߹病院Ͱの๚療ʹ高知大ੜͱ和医大ੜ͕ಉߦ
（ӈ）͖͋総߹病院ͰのேのΧϯϑΝϨϯスʹ高知大ੜͱࡾॏ大ੜ͕ࢀՃ

療ॴͰ高知大ੜ͕࣮शࡏの͘·のͳΔܞதɺ࿈ؒظೆ病院Ͱの࣮शلのݝॏࡾ（ࠨ）
（த）和Վݝࢁのڮຊࢢຽ病院Ͱ࣮शதの和医大ੜͱ高知大ੜ
（ӈ）和ՎݝࢁのಹஐউӜொཱԹઘ病院Ͱの࣮शதɺಉொのফຊ部Ͱ࣮शΛ͓͜ͳ͏高知大ੜ

（令和̓年3月）ࢹઃΛࢪՃ（令和6年�月）ɺ（ӈ）ొౡ地ؔ࿈ࢀ࿅ʹ3大学߹ಉͰ܇ࡂ総߹ݝ高知（ࠨ）

഼ଟ͚ΜΈΜ病院ͱ࿈ܞの大Ҫా病院Ͱの࣮शの༷（ࠨ）：ࢠ๚療࣮शɺ（த・ӈ）ԭのౡͰの療࣮श
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❷ɹ和歌山県立医科大学

人事͓ΑͼӡӦମ੍

令和 6 年 4 月　前年度と同様の体制で令和 6 年度事業を開始
令和 6 年 4 月　担当事務補助員１名を前年度に続き継続パート雇用
令和 6 年 6 月　令和 6 年度第 1 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況を確認
令和 6 年 12 月　令和 6 年度第 2 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況と来年度の準備状況を

確認

گҭプロάϥϜਐঢ়ڭ

ମ࣮ݧश

令和 6 年 10 月　黒潮体験実習（病棟実習Ⅰ）・2 日間実施（2 年生）2 病院※1 での実習：3 名参加
令和 7 年 2 月　黒潮体験実習（病棟実習Ⅱ）・2 日間実施（3 年生）2 病院※1 での実習：4 名参加

※1  橋本市民病院・那智勝浦町立温泉病院

ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔε

〈地域総合診療コース〉
令和 6 年 4 月

令和 6 年 7 ～ 8 月

令和 6 年 11 月

履修学生確定（ 1 年生：4 名、2 年生：4 名（継続））
以後合計 7 回、学生・教員ミーティングを実施
1 年生：早期体験実習・５日間実施（4 病院※ 2 における実習：4 名参加）
2 年生：地域総合診療・５日間実施（4 病院※ 2 における実習：4 名参加）

※ 2  橋本市民病院・国保すさみ病院・那智勝浦町立温泉病院・紀北分院
日本プライマリ・ケア連合学会第 37 回近畿地方会
2 年生：4 名、1 年生：1 名・教員：2 名参加、2 年生が一般演題発表

〈サイトビジット〉
令和 6 年 5 月　　高知大学アクティブラーニングサイトビジット教員：3 名参加

〈災害・救急（感染症）コース〉
令和 6 年 5 月
令和 6 年 6 月
令和 6 年 7 月
令和 6 年 9 月
令和 6 年 9 月
令和 6 年 11 月

高知：防災訓練体験研修（学生：2 名、教員：3 名参加）
黒潮災害救急講義（3 年生）
黒潮災害救急実習・3 日間実施（3 年生）南和歌山医療センター：5 名参加
地域マインド教育 I ～ IV で黒潮災害救急の実習成果について実習参加学生が発表
三重：防災訓練体験研修（1 年生：４名・教員：１名参加）
黒潮感染症講義（4 年生）

ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ

令和 6 年 4 月 8 ～ 26 日

令和 6 年 5 月 13 ～ 31 日

令和 6 年 6 月 3 ～ 21 日

令和 6 年 6 月 24 ～ 7 月 12 日

令和 6 年 6 月 3 ～ 7 月 22 日

県内：5 名参加【国保すさみ病院・那智勝浦町立温泉病院・紀北分院】
県外：1 名【紀南病院（三重）】
県内：7 名【橋本市民病院・国保すさみ病院・那智勝浦町立温泉病院・

紀北分院】
県外：2 名【幡多けんみん病院（高知）・南伊勢病院（三重）】
県内：7 名【橋本市民病院・国保すさみ病院・那智勝浦町立温泉病院・

紀北分院】
県外：3 名【幡多けんみん病院・紀南病院・南伊勢病院】
県内：5 名【橋本市民病院・那智勝浦町立温泉病院・国保すさみ病院】
県外：1 名【あき総合病院（高知）】
高知大学より選択制臨床実習 6 年生（4 名）を地域医療人材養成拠点病院

【橋本市民病院・那智勝浦町立温泉病院・紀北分院】で受け入れ
・LIC 期間中、振り返り・実習報告会を毎週木曜日に開催（一部高知・三重大学の学生・教員も参加）

��
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令和 7 年 2 月 7 日
令和 7 年 2 月 10 ～ 28 日

令和 7 年 3 月 3 ～ 21 日

LIC 学生県外派遣の説明会を開催
県内：5 名参加【橋本市民病院・国保すさみ病院・紀北分院】
県外：1 名【三重県立志摩病院】
県内：2 名【橋本市民病院】
県外：1 名【三重県立志摩病院】

・LIC 期間中、振り返り・実習報告会を毎週火曜日に開催（一部病院は木曜日に対応）

ͦɹͷɹଞ

令和 6 年 6 月　日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（浜松）　2 年生：4 名・教員：1 名参加
令和 6 年 7 月　わっしょ医！！北山村

1 年生：3 名、5 年生：1 名、6 年生：1 名参加、教員：１名・事務員： 3 名引率
令和 7 年 1 月　全国フォーラム（東京  一橋講堂）　教員：2 名参加
令和 7 年 3 月　第 3 回合同シンポジウム開催

ධՁݾࣗ

　各プログラムとも概ね計画通りに進捗している。長期滞在型クリニカルクラークシップでは、本年度も
学生事前アンケートを実施し、実習前に各地域医療人材養成拠点病院の実習コーディネータと学生が事前
ミーティングすることで、各学生の希望内容を取り入れた実習を提供できた。週 1 回の振り返り・実習報
告会は今年度も継続し、各施設および各学生の実習状況を確認、共有した。実習後の学生アンケートでは、
事前ミーティング、振り返り・実習報告会とも非常に好評であり、満足度の高い実習を円滑に進めるため、
今後も継続予定である。

アクティブラーニングコース（地域総合診療コース）は実施体制が整ってきており、概ね計画通りに実
施できた。地域医療マインド教育Ⅰ～Ⅳで行った実習報告会では、前年とは異なる視点で実習が行われ、
新たな知見を得られたことが本コース履修学生の発表で報告され、本コースを通じた学生の成長を実感で
きた。
　災害・救急コースは県内病院での実習を予定通り実施した。
　体験実習については参加学生が目標よりも少なかったため、学生が興味を持てるようなプログラムへの
改善、および、リクルートの方法について、さらに検討する必要がある。

L*$ ࣮शใࠂ（഼ଟ͚ΜΈΜ病院）

L*$ ࣮शใࠂ（ࠃอ͢͞Έ病院）
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ຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձ（দ） ຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձۙـ地ํձ

院ل L*$�ポέοトΤコʔ࣮श（令和6年4月） ೆ病院ل L*$�๚療ಉߦ（令和6年6月）

Ճɺࢀʹमݚݧைମࠇ࿅܇ࡂの࠵ॏ大学ओࡾ
（令和6年�月）ࢠձの༷ڧһのަྲྀษڭॏ大学・高知大学の学ੜͱࡾ

Θͬ͠ΐ医ʂʂࢁଜ
（令和6年7月）

˛ ଜຽͱަྲྀ・ମݧ

事લの$13ɺ"E%࿅श�

˛
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˙�-*$ɹৼΓฦΓ・࣮शใࠂձ࣮श

˙�߹ಉγϯϙδϜ։࠵ʢྩ和�݄̏̓ʙ̔ʣ

ຎ病院ͱの事લϛʔςΟϯάࢤཱݝॏࡾ

ຎ病院ࢤཱݝॏࡾ ຎ病院ࢤཱݝॏࡾ・ຽ病院ࢢຊڮ
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❸ɹ三重大学

人事͓ΑͼӡӦମ੍

令和 6 年 5 月　令和６年度第 1 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況確認
令和 6 年 8 月　令和６年度第 2 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況確認
令和 6 年 11 月　令和６年度第 3 回連携校事業推進委員会において、事業の進捗状況確認

گҭプロάϥϜਐঢ়ڭ

ମ࣮ݧश

令和 6 年 5 月～ 6 月　「医療と社会」地域基盤型保健医療教育実習　事前準備（1・2 年生）
令和６年 8 月～ 11 月　「医療と社会」地域基盤型保健医療教育実習

（ 1 年生、市町担当者や住民様等にインタビュー）
令和 6 年 7 月～ 12 月　「医療と社会」地域地盤型保健医療教育実習（２年生、地域貢献活動）
令和 6 年 10 月 　地域基盤型保健医療教育実習終了後の振り返り（１年生）
令和 7 年 2 月 　地域基盤型保健医療教育実習報告会（ 1・2 年生）

ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔε

令和 6 年５月 20 日、21 日
　　教職員 3 名が高知県を訪問、施設見学、高知大学での地域総合診療（アクティブラーニングコース）
　サイトビジット、アクティブラーニングコースの見学を行った。又、5/21 にサイトビジット会議を行った。
令和 6 年 5 月 25 日、26 日
　　3 大学合同実習：25 日は、消防防災航空センター見学・講義受講、感染防護衣の着脱訓練、iPad に

よる津波体験を行った。26 日は、高知県総合防災訓練に傷病者役として参加した（三重大学：医学科
学生 18 名、教員 3 名）。

令和 6 年 6 月
　　第 15 回日本プライマリ・ケア連合学術大会において、活発な意見交換を行った（三重大学から学生

10 名、教員 4 名が参加）。また、地域総合診療コース学生 2 名が口頭発表を行った。
令和６年７月
　　研究室研修開始（３年生）災害対策推進・教育センターおいて２名（新医学専攻コースを含む）を受け

入れた。
令和６年９月
　　研究室研修開始（３年生）総合診療部において地域総合診療コースでは５名（新医学専攻コースを含

む）を受け入れた。
令和 6 年 9 月 28 日、29 日
　　3 大学合同実習：28 日は、三重大学附属病院の大規模防災訓練に学生 147 名（三重大 135 名：医学科 

5 年生 124 名、3 年生 1 名、看護学科 1 年生 4 名、2 年生 4 名、3 年生 1 名、4 年生 1 名、高知大：学
生 8 名、和歌山医大：学生 4 名）が合同実習を行った。多数傷病者受入れ訓練（医療者補助役、患者搬
送役、患者役）、エアーストレッチャー使用の階段引き上げ訓練、AR 機器を活用した浸水体験を行った。
三重大学、高知大学、和歌山医大の代表の教員と学生が金沢大学の岡島教授を囲んで、座談会を行った
（学生３名、教員５名）。28 日夜は、三重大学、高知大学、和歌山医大の学生（合計約 40 名）が高田会
館（津市）にて、三重県の地域医療や災害時の感染の講義、および三重大学医学生による応急処置（BLS、
止血、三角巾固定）の実働演習を行った。29 日は、病院防災施設として食料・医薬品備蓄、インフラ設
備、感染症危機管理センターの見学を行った。

令和 6 年 10 月 25 日
　　中部国際空港検疫所見学実習（3 年生 12 名、教員 1 名）
令和 6 年 11 月 15 日
　　南海トラフ地震、津波被災時における救護所設営、トリアージ訓練、搬送訓練を行った（医学科 1 名、

看護学科 18 名）。
令和 6 年 11 月 19 日
　　病棟火災避難訓練、消火器および消火栓を用いた消火実習を行った（医学科 4 名）。
令和６年 12 月 8 日
　　鈴鹿サーキット　メディカルセンター視察（学生４名、教職員２名）
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令和 7 年 1 月 20 日
　　地域防災論の講義（対象：約 160 名の三重大学生）において、医学科生 3 名がトリアージタッグの使

用方法や応急手当（止血、三角巾、シーツ搬送の実務含む）を担当して講義を行った。
令和 7 年 2 月 15 日
　　県民公開講座の三重大学・防災アカデミー（対象：約 50 名の一般の三重県民）おいて、医学科 2 名（３

年生）が応急対応（止血、三角巾、シーツ搬送の実技含む）を担当して講義を行った。
令和 7 年 3 月 6 日～ 8 日
　　2 大学合同実習（三重大学、高知大学）：第 30 回日本災害医学会総会・学術集会（愛知、3/6 ～ 3/8）

への参加し、2 大学（三重大学、高知大学）の学生 14 名にて相互発表会（口演発表ラウンド、ポスター
ラウンド）を行った。全員懇親会にも参加して、意見交流会を行った。（三重大学生 3 名：3 年生 2 名、
1 年生 1 名、発表 2 名）。

令和 7 年 3 月 13 日～ 15 日
　　2 大学合同実習（三重大学、高知大学）金沢大学、能登半島の医療施設を訪問し（公立能登総合病院、

市立輪島病院、ごちゃまるクリニック）、実際に能登半島地震にて対応した現地の医療スタッフの講義
を聞き、その後に座談会を行った。さらに、被災地（輪島港周辺、朝市通りの火災後など）を視察した（三
重大学生９名：5 年 1 名、3 年 8 名）。

令和 7 年 3 月
　　新医学専攻コース総合診療部において地域総合診療コース修了（5 名）

ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ

令和 6 年 5 月 7 日～ 6 月 7 日　三重大学 6 年生 1 名が地域拠点病院（高知県立あき総合病院）で実習（1 か月）

ͦɹͷɹଞ

令和 7 年 1 月　第 3 回全国フォーラムに出席（教員 1 名）
令和 7 年 3 月　第 3 回合同シンポジウム（主催：和歌山県立医科大学）参加

　（現地参加：教員 4 名、学生 4 名・オンライン参加：教職員６名、学生１名）

ධՁݾࣗ

　連携校事業推進委員会における活発な議論とともに、体験実習、アクティブラーニングコース、長期
滞在型クリニカルクラークシップは計画に沿って着実に進捗している。

アクティブラーニングコースにおける自己評価を以下に列記する。

１．指導医学生の自己学習および教育効果
　　医学生が事前学習を行い、医学生や一般の方に対して講義・実演を実施した。その結果、指導する

医学生自身が多面的な自己学習の効果を得るとともに、わかりやすい伝え方を学ぶ貴重な機会となっ
た。また、受講した医学生も同年代の医学生から講義を受けることで、熱心に聴講し、積極的な学習
姿勢が認められた。

２．宿泊を伴う交流企画
　　宿泊を伴う企画において、食事をしながらの交流会を企画した結果、意見交換が活発に行われた。

これにより、多大学間でのコミュニケーションの向上が確認され、交流の深化に成果を挙げた。

３．座談会の実施
　　学生と教員が自由に意見を述べ合える座談会形式を採用した。この取り組みにより、学年や経験の

異なる参加者から新たな視点を取り入れた意見が多く生まれ、有意義なディスカッションが展開された。

４．専門家による講義と実習の連携
　　救命士や警察官などの専門家による講義と、その後の実習を組み合わせる形式を採用したことで、

より効果的な学習成果が得られた。このアプローチは、実習の質を高める重要な要因となった。
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ମ࣮ݧश

ΞクςΟϒϥʔχϯάίʔεʢҬ૯߹療ʣαΠトϏジοトʢ令和６年݄̑ʣ

চ࣮शʢ-*$ʣʢ令和６年݄̑ʣྟܕࡏظ૯߹පӃ　ཱ͖͋ݝߴ

�େֶ߹ಉ࣮शɿফۭߤࡂηϯλʔֶݟɺߴݝ૯߹܇ࡂ࿅ʢ令和６年݄̑ʣ

̎年ੜの地域׆ݙߩಈͱͯ͠อҭԂͰのखચ͍ڭ室 ̍年ੜの地域ঁੑձͰのΠϯλϏϡʔௐࠪ

高知大学ͰのαΠトϏδοトձٞ 地域総߹療・ྟচӸ学ڀݚ൝�　ࢹ

学ੜώΞϦϯάの༷ࢠ

ࡂϔϦのલʹͯه೦ࡱӨ ಋࢦॏ大ੜʹΑΔΤΞʔストϨονϟʔ࣮ԋࡾ ࿅܇ҥのணޢછײ
（大学ผのϋϯυαΠϯ）

ʢ令和６年݄̔ʣࢠशͷ༷࣮ݧॏେֶͰͷମࡾ�˙ ˙�Ҭௐࠪͷ༷ࢠʢ令和６年݄̕ʣ
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̏େֶ߹ಉ࣮शɿࡾॏେֶ܇ࡂ࿅ɾපӃࡂઃඋֶݟʢ令和６年݄̕ʣ

ԋ　ۚ大学　Ԭౡਖ਼थઌੜͱのू߹ࣸਅߨ *�1"%Λ3ਁ"ͨ͠༺ਫମݧ（ମݧத）

医療ऀิॿ（トϦΞʔδλοάهೖ） ൖૹ令（$T室ൖૹ）

（ձ࢘तɺڭһɺԬౡڭ大学代දの学ੜͱ̏）ஊձ࠲ ϛχϨΫνϟʔ（ࡾॏݝの地域医療：ࢁຊڭत）

ϛχϨΫνϟʔ（ࡂ時のײછ：ླڭत） 高ాձؗͰのߨԋௌ͓ߨΑͼ࣮श（ू߹ࣸਅ）

医学ੜʹΑΔԠٸख࣮शٛߨ（#L4） උҿྉ・৯ྉݟ学（ࡾॏ大学病院）
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த෦ݕߓۭࡍࠃӸॴֶ࣮ݟशʢ令和�年��݄ʣ

ೆւトϥϑɺඃ࣌ࡂʹ͓͚ΔޢٹॴઃӦɾ
トϦΞʔジɺൖૹ܇࿅ʢ令和６年��݄ʣ

ප౩Րࡂආ܇࿅ɺফՐ͓ثΑͼফՐખΛ
༻͍ͨফՐ࣮शʢ令和６年��݄ʣ

ಋʢ令和̓年݄̍ʣࢦͱ࣮ԋٛߨʢશֶʣͰͷࡂॏେֶҬࡾ

ླࣛαʔΩοト　ϝσΟΧϧηϯλʔࢹʢ令和６年��݄ʣ

ٛߨ݂ࢭॏ大学ੜ（શ学）のࡾ ٛߨఆݻॏ大学ੜ（શ学）のࡾ

医療ऀิॿ（ӈંࠎのݻఆ） ফՐ܇࿅（ফՐખ͔Βの์ਫʹΑΔফՐ）

Ӹ医療ઐ৬͔ΒのϨΫνϟʔݕ த部ࢪߓۭࡍࠃઃݟ学
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ಋʢ令和̓年݄̍ʣࢦʣͰͷ࣮ԋ࠲ߨຽެ։ݝॏେֶɾΞΧσϛʔʢࡾ

�େֶ߹ಉ࣮शʢࡾॏେֶɺߴେֶʣɿୈ��ճຊࡂ医ֶձͰͷൃදɾҙަݟʢ令和̓年�݄ʣ

�େֶ߹ಉ࣮शʢࡾॏେֶɺߴେֶʣɿۚେֶɾొౡͷࢪઃ๚ɺඃࡂࢹʢ令和̓年�݄ʣ

খ学ੜͱʹର͢Δൖૹ࣮ٕࢦಋࡾॏݝຽʹର͢Δݻۊ֯ࡾఆࢦಋ

ެཱొ総߹病院Ͱのٛߨɺ支援ୂग़ಈ時の܇্ص࿅ ͪ͝Ό·ΔΫϦχοΫ๚

ۚ大学Ͱのٛߨɺ࠲ஊձɺトϦΞʔδࢪઃࢹ

ஊձ࠲ɺٛߨౡ病院Ͱのྠཱࢢ ඃࡂ地ࢹ（ྠౡࢢ）

ԋൃදϥϯυޱ ポスλʔϥϯυͰの࣭ٙԠ ू߹ࣸਅ（ࡾॏ大学ੜɺ高知大学ੜ）
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　̎ɽେֶؒ࿈ܞ事業
❶ɹF�MFBSOJOH

　黒潮医療人養成プロジェクトでは、教育プログラムの学習の補助として、3 大学共同で
e-learning コンテンツを制作しています。「総合診療」、「災害救急・感染症」のカテゴリーに加え、
令和 6 年度から新たに「実践臨床」を追加しました。「実践臨床」では、長期滞在型クリニカル
クラークシップに参加する 6 年生などの高学年を対象に、より臨床現場に即した実践的なコンテ
ンツを提供しています。また、主な対象が分かりやすいように、「低学年」「高学年・研修医」など
のラベルを付与しています。

黒潮医療人養成プロジェクトェϒαΠトͰͷ F�MFBSOJOH ͷϖʔジ
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■�ެ։ൣғ
制作したコンテンツは自大学の LMS（3 大学とも moodle を使用）を通じて履修学生に提供してい

ます。高知大学がコンテンツの管理をおこない、連携校での利用が許諾されたコンテンツについては
黒潮医療人養成プロジェクトのウェブサイト上でも公開しています。本ウェブサイト上のコンテンツ
は ID、パスワードを付与された連携校の履修学生、関係者（研修医、一般学生、指導医等）も視聴可
能です。また、ポストコロナ GP e-learning システムの活用も一部開始しており、今後さらに幅広い
活用が期待されます。

プϥοトϑΥʔϜ

ެ　　։　　ൣ　　ғ

ཤमֶੜ
ʢࣗେֶʣ

ཤमֶੜ
ʢ࿈ߍܞʣ

ֶੜ
ʢଞͷڌʣ

ऀؔ
ʢݚम医ɺҰൠֶੜɺ

ಋ医ɺʣࢦ

moodlF ˓

ை医療人養成ϓロδΣΫトࠇ
ΣϒαΠト ˓ ˓ ˓

ポストコロナ(1�
F-lFarOiOH γスςϜ ˓ ઃఆʹΑΓ ઃఆʹΑΓ ઃఆʹΑΓ

■�ίϯςϯπ੍࡞ঢ়گͱར༻ঢ়گɹɹ
令和 5 年度以降、毎年 10 コンテンツ以上の制作を目標とし、地域ニーズに対応できる多様な内容

の提供を目指しています。令和 6 年度は 3 大学で計 25 コンテンツを制作し、これまでに制作したコ
ンテンツの総数は 42 となっています。

プロジェクトのウェブサイトで公開している 37 コンテンツについては、利用状況を収集しており、
コンテンツの総視聴回数は 1,225 回、総視聴時間は 142 時間 35 分となっています（令和 7 年 3 月
14 日時点）。
　今後も、より充実したコンテンツを提供し、学生の学習を支援できるよう取り組むとともに、より
多くの学生や関係者に活用してもらえるよう、周知や利便性の向上にも努めていきます。

��

ை医ྍਓཆϓϩδΣΫτࠇ
ྩ和̒ɹۀࣄใࠂॻ

Ⅲ
．
事
業
実
施
状
況
報
告

大学ؒ࿈ۀࣄܞɹF�MFBSOJOH



■�F�MFBSOJOH ίϯςϯπҰཡ

ΧςΰϦʔ 成େֶ࡞ ί ϯ ς ϯ π ໊ ରֶ年 成年度࡞ 成࡞

総
　
合
　
診
　
療

高知大学

地域医療ͱྟচڀݚ 学年 34

8

地域のา͖ํ શ学年 3�
*$TΛ׆༻ͨ͠ଟ৬छڠಇ～高知のऔΓΈ֓ཁ～ શ学年 3�
ΛΈཱͯΔ֨ࠎຊجのڀݚ શ学年 36

和Վཱݝࢁ
医科大学

総߹療͜ͱ͡Ί શ学年 34
#14ϞσϧͱΠϯςάϥϧཧ શ学年 36

ॏ大学ࡾ
1uCmFdΛ༻͍ͨ文ࡧݕݙ શ学年 34
地域Ξηスϝϯト 学年 3�

災
　
　
害
　
　
救
　
　
急
　
　
・
　
　
感
　
　
染
　
　
症

高知大学

高知ݝのೆւトϥϑ地ରࡦ શ学年 3�

2�

ഏ શ学年 3�
ආॴͰのײછରࡦ（ײثٵݺછରࡦฤ） શ学年 3�
%."Tͱࡂ時医療ରԠのݪଇ શ学年 36
トϦΞʔδͱ࣏療 શ学年 36
౦ຊ大͔ࡂΒͨ͑ߟ医療ؔػのೆւ地ରԠ શ学年 36
高知ݝのೆւトϥϑ地ରࡦ～Ωʔϫʔυ総ྗઓ～ શ学年 36
高知ݝのࡂ医療ମ੍ͱ高知大学ෟଐ病院 શ学年 36
ආॴʹ͓͚Δؔࡂ࿈ࢮ શ学年 36
時のストϨスࡂ શ学年 36

和Վཱݝࢁ
医科大学

ආॴͰの支援׆ಈのதͰのײછޚのҙ点
～和Վݝࢁ WFr. ～ શ学年 34

μχഔհײછ・݁֩のૅج知ࣝ શ学年 3�
医療ࡂ 学年 34
৯தಟΛ͢͜ى病ݪମ શ学年 36

ॏ大学ࡾ

֎ইのԠٸॲஔ શ学年 3�
୲Սの༻ํ๏ શ学年 3�
時病院ආೋ࣍トϦΞʔδ શ学年 3�
トϦΞʔδλοάの༻ํ๏ શ学年 3�
病院ආೋ࣍トϦΞʔδ܇্ص࿅ʲ࣮ફฤʳ શ学年 36
ଟই病ऀड͚ೖΕ܇࿅ʲΤϦΞ܇࿅ʳ શ学年 36
ଟই病ऀड͚ೖΕ܇࿅ʲຊ部܇࿅ʳ શ学年 36

実
　
　
践
　
　
臨
　
　
床

高知大学

ͤΜໝ 高学年�ݚम医 3�

�3

Ұൠɺ�γϣοΫٸٹ 高学年�ݚम医 36
༌ӷɺ̞̫̝のબ 高学年 36
ૠ४උͰܾ·Δؾ 高学年�ݚम医 36
௧ڳ 高学年�ݚम医 36
ൃ 高学年 36
Ϟχλʔ৺ిਤのํݟ 高学年�ݚम医 36
݂ো 高学年�ݚम医 36
ʮ%/"3ɺٸม時 'ullʯͬ ͯมͰ͔͢ʁ

～ऴظのํܾఆ～ 高学年�ݚम医 36

ॲஔ時の੩・௧のコπ͑ڭ·͢ɻ 高学年�ݚम医 36
高ྸऀױのϚωδϝϯト 高学年�ݚम医 36

和Վཱݝࢁ
医科大学

地域ͰফԽ؞Λ͚ͨͭݟΒᶃ総・大؞ฤ 高学年�ݚम医 36
地域ͰফԽ؞Λ͚ͨͭݟΒᶄ৯ಓ؞・ң؞ฤ 高学年�ݚम医 36

令和 7 年 3 月 14 日時点で計 42 コンテンツ（うち令和 6 年度 25 コンテンツ）を制作しています。
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❷ɹ߹ಉγϯϙδϜ

ୈ̏ճ　߹ಉγϯϙジϜ

֓ཁͱత
3 大学の教職員、学生、地域医療人材養成拠点病院関係者、行政が本プロジェクトの
意義を確認、相互に交流するとともに、広く地域に対し情報発信する

ɹɹɹ࣌ 令和 7 年 3 月 8 日（土）9：00 ～ 13：00

ɹɹɹॴ ダイワロイネットホテル和歌山　4 階　ブリエ（Zoom によるハイブリッド開催）

ओɹɹɹ࠵ 和歌山県立医科大学

ɹɹɹԉޙ 和歌山県、一般社団法人和歌山県医師会、公益社団法人和歌山県病院協会、朝日新聞
和歌山総局、毎日新聞和歌山支局、読売新聞和歌山支局、産経新聞社、共同通信社
和歌山支局、時事通信社和歌山支局、日本経済新聞社和歌山支局、NHK 和歌山放送局、
和歌山放送、テレビ和歌山、紀伊民報、わかやま新報

ɹՃɹऀࢀ 160 人（現地 86 人、オンライン 74 人）

ɹɹɹୈ࣍

9：00　　開会・挨拶　　和歌山県立医科大学　理事長　中尾　直之
9：05　　祝　　　辞　　和歌山県知事 岸本　周平
9：10　　特別講演①「南海トラフ巨大地震の地震・津波想定はどのように理解すべきか」

　　　講師／宍倉　正展（国立研究開発法人産業技術総合研究所　地質調査総合センター
連携推進室　国内連携グループ長）

10：15　　休　　　憩
10：20　　特別講演②「世界の大規模災害の現場から」

　　　講師／國井　修（公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金（GHIT Fund）CEO・
専務理事）

11：20　　休　　　憩
11：30　　取り組み事例報告

①「医学部生の防災意識に関する調査研究について」　和歌山県立医科大学　医学部生
②「ドローンと配送ロボットを活用した医薬品配送の実証実験について」

和歌山県立医科大学 地域医療支援センター　副センター長　蒸野　寿紀
③「地域医療教育での POCUS（Point of care 超音波）の活用について」

紀美野町国民健康保険国吉・長谷毛原診療所　所長　多田　明良
④「和歌山県における遠隔外来の利活用について」　和歌山県立医科大学　医学部生
⑤「北山村地域医療研修センターの設立と黒潮医療人養成プロジェクトとの連携の可能性について」

国保北山村診療所　所長　内川　宗大
⑥「県外地域医療人材養成拠点病院での選択制臨床実習の感想」

３大学　医学部生・研修医
12：55　　次回開催地挨拶　高知大学
13：00　　閉 会 挨 拶　　　和歌山県立医科大学　医学部長　川股　知之
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Ճऀ༁ࢀ�˙
計 三重 高知 和歌山 その他（不明含む）

医 学 生 71（49) 5（1) 52（48) 14（0) 0（ 0)
大 学 関 係 者 46（16) 10（6) 8（ 3) 25（4) 6（ 3)
高 校 生 4（ 1) 3（0) 2（ 1)
地 域 医 療 機 関 15（ 3) 10（2) 6（ 1)
県 庁 職 員 9（ 0) 9（0) 0（ 0)
その他（不明含む） 15（ 5) 1（0) 19（ 5)

計 160（74) 15（7) 60（51) 62（6) 33（10)
注　(　) 内はオンライン参加者数

ՃऀΞϯέʔτࢀ�˙
　�回答者 43 人
　 （医学生 14、医療系学生 1、大学関係者 17、地域医療機関 6、県庁職員 1、市町村職員 1、その他 3）

　 ̡ �֤ϓϩάϥϜຬ�ʳ

　 ̡ �ΞϯέʔτΑΓ・ͦͷଞʹ͍ͭͯ�ʳ
�ɹ●औྫࣄใࠂɿυϩʔϯʙ࣮ূ࣮ݧʹ͍ͭͯ�
　　・試験が延期されたとのお話があったように、和歌山県は大変風が普段から強い地域だと思います

ので、飛ばなくなる風速等の基準とその場合の代替方法の検討の有無について知りたかったです。 
 　●औྫࣄใࠂɿҬ医ྍڭҭͰͷ10$64ͷ׆༻ʙ�
　　・まだ、臨床の授業が始まったばかりですが、エコーを習得することの有用性を感じており、エコー

を学べる場所を探しておりました。今回、K-PICS の存在を知ることができ、大変うれしいです。

特別講演

ಛผߨԋᶃ
ʮೆւトϥϑڊ大地の地・ఆͲのΑ͏ʹཧղ͖͔͢ʯ

ಛผߨԋᶄʮੈքの大نࡂのݱ͔Βʯ

˙��（ͱͯຬ）　　˙�4　　˙�3（ຬ）　　˙�2　　˙��（ෆຬ）

˙�ຬ　　˙�΄Ͳ΄Ͳ　　˙�ෆຬ　　˙�ͦのଞ

� �� �� �� �� ���

����ˋ

����ˋ

����ˋ

����ˋ ���ˋ

取組事例報告

ᶄʮυロʔϯͱૹロϘοトΛ׆༻ͨ͠医ༀ
ૹの࣮ূ࣮ݧʹ͍ͭͯʯ

� �� �� �� �� ���

����ˋ

����ˋ

����ˋ

���ˋ

ᶆʮ和Վݝࢁʹ͓͚Δԕִ֎དྷのར׆༻ʹ͍ͭͯʯ

ᶅʮ地域医療ڭҭͰの10$64（1oiOU�oG�carF�
Ի）の׆༻ʹ͍ͭͯʯ

ᶇʮࢁଜ地域医療ݚमηϯλʔのઃཱͱࠇை医療人
養成ϓロδΣΫトͱの࿈ܞのՄੑʹ͍ͭͯʯ

ᶃʮ医学部ੜのࡂҙࣝʹؔ͢Δௐࠪڀݚʹ͍ͭͯʯ

ᶈʮݝ֎地域医療人材養成拠点病院Ͱのબ੍
ྟচ࣮शのײʯ

���ˋ

����ˋ ���ˋ ���ˋ

����ˋ ����ˋ

����ˋ ���ˋ ���ˋ

����ˋ ���ˋ

����ˋ ���ˋ
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ɹ̡ �γϯϙδϜͷײʹ͍ͭͯ·ͱΊ� �r
・黒潮医療人養成プロジェクトとして、3 大学の連携が形になってきた実感がありました。
・地域医療について大変参考になりました。
・文部科学省の補助金で行っているとは思えないくらい大きなシンポジウムで驚きました。多くの首

長に参加いただくなど運営を行うには大変な苦労があったかと存じます。また教育に関する職員で
ありますので、学生の発表から非常に多くのことを学んでいることを学びましたし、地域の実習で
は病院内だけでなく、宿泊施設や地域交通など多くの hidden curriculum が学生に大きな影響を与
えていると感じました。補助事業が終了しても是非とも実習並びにその報告のシンポジウムは継続
してほしいと感じました。

・災害など平時とは異なる状況で安定した医療提供のために何ができるのか？日頃の実践を研究とし
て取り扱うことの重要性など学生にとって刺激を受けた様子でした。

・災害、公衆衛生、地域医療の課題や更なる展開は国民全体で考えていかなければならない事項だと
思います。本プロジェクトからぜひ tips を発信。

・ドローンの実証実験は興味深く感じました。海沿いの集落も港が破壊され孤立する可能性が高いと
思います。海上を飛行させる実験もご検討ください。

˙�ୈ �ճɹ߹ಉγϯϙδϜɹͷ༷ࢠ
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˙�ୈ �ճɹ߹ಉγϯϙδϜɹϙελʔ
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˙�ୈ �ճɹ߹ಉγϯϙδϜɹࣄهࡌܝ
・テレビ和歌山 NEWS（2025年3月8日配信記事）

・NHK 和歌山 NEWS WEB（2025年3月8日配信記事）　
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❸ɹ学ੜ૬ޓݣ・ަྲྀ
　黒潮医療人養成プロジェクトでは、大学間の相互交流を積極的におこなっています。
　各大学の特色を活かした実習や学術大会への合同参加を通じて、学生同士が学び合う機会を提供し、
多様な地域ニーズに応えることのできる医療人の育成を目指しています。

ɹ˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢҬ૯߹ྍίʔεʣ
ɹɹ˔�ຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձ学ज़大ձ߹ಉࢀՃ

　地域総合診療コースでは、令和 5 年度より毎年、日本プライマリ・ケア連合学会学術大会に 3
大学合同で参加し、ポスターツアーを実施しています。令和 6 年度は、6 月 9 日に実施された浜
松市での学術大会に 3 大学の学生 11 名（高知大学 5 名、和歌山県立医科大学 4 名、三重大学 2 名）
が参加し、うち学生 3 名（三重大学 2 名、高知大学 1 名）が演題発表をおこないました。

ɹ˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢײ・ٸٹࡂછίʔεʣ
ɹɹ˔��大学߹ಉͰͷ܇ࡂ࿅ݚमΛ࣮ࢪ

　災害救急・感染症コースでは、3 大学合同で防災に関する実習をおこなっており、令和 6 年度
は 5 月に高知県で、9 月に三重県での合同実習をおこないました。
　令和 6 年 5 月 25、26 日に高知県でおこなった総合防災訓練では、3 大学の学生 87 名（高知
大学医学科生 7 名・看護学科生 60 名、和歌山県立医科大学 2 名、三重大学 18 名）が参加し、
消防防災航空センターにて施設の見学、実践的な災害時研修、総合防災訓練にて医療救護訓練を
おこないました。また、9 月 28、29 日に三重大学でおこなった大規模災害訓練では、3 大学の
学生 147 名（高知大学 8 名、和歌山県立医科大学 4 名、三重大学 135 名）が参加し、合同実習
および病院防災施設、感染症危機管理センターの見学研修をおこないました。
　また、令和 7 年 3 月 13 ～ 15 日には、2 大学の学生 13 名で能登半島地震関連施設への視察を
おこないました（高知大学 4 名、三重大学生 9 名）。

ɹɹ˔�ຊࡂ医学ձ૯ձ・学ज़ूձͷ߹ಉࢀՃ
　また、災害救急・感染症コースでは、日本災害医学会総会・学術集会への合同参加もおこなっ
ており、今年度は令和 7 年 3 月 6 ～ 8 日に愛知県で開催された同集会に 2 大学の学生 14 名（高
知大学 11 名、三重大学 3 名）が参加し、うち 5 名（高知大学 3 名、三重大学 2 名）が演題発表
をおこないました。

地域総߹療コʔスͰの3大学߹ಉͰのຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձ学ज़大ձのࢀՃの༷ࢠ（令和6年6月）
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ΞクςΟϒϥʔχϯάίʔεʢٸٹࡂɾײછίʔεʣͰͷ�େֶ߹ಉ࣮शͷ༷ࢠ

ొౡؔ࿈ࢪઃͷ߹ಉࢹʢ令和�年�݄ʣ ຊࡂ医ֶձ૯ձɾֶ ज़ूձͷ߹ಉࢀՃʢ令和�年�݄ʣ

救護訓練

トリアージタッグ記入

防災ヘリを見学

 合同研修（新興感染症対策のタイベック着脱訓練）

高知県での
総合防災訓練
（令和6年5月）

三重県での
大規模災害訓練
（令和6年9月）

ౡ病院ͳͲΛ๚ྠཱࢢ Ճࢀॏ大学ͱ高知大学͕߹ಉࡾ
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ɹ˙�ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
　令和 5 年度より大学間の学生相互派遣をおこなっています。令和 6 年度は各大学から以下のよ
うに学生の相互派遣をおこない、3 大学の学生計 15 名が自県以外の病院での実習を経験しました。

˔�大学ؒ学ੜ૬ޓ࣮ݣʢྩ和�ʣ
େֶࢪ࣮ 　　ݣ　　ઌ ؒ　　ظ 人

高知大学
和Վݝࢁ

ಹஐউӜொཱԹઘ病院 令和6年7月�～26 �໊

和Վཱݝࢁ医科大学ෟଐ病院ل院 令和6年6月3～28 �໊

ຽ病院ࢢຊڮ 令和6年6月3～28
7月�～26

�໊
�໊

ࡾ ॏ ݝ ߹ཱلೆ病院 令和6年7月�～26 �໊

和Վཱݝࢁ
医科大学

高 知 ݝ
ଟ͚ΜΈΜ病院഼ཱݝ 令和6年�月�3～3�

6月 3～2�
�໊
�໊

総߹病院ཱ͖͋ݝ 令和6年6月24～7月�2 �໊

ࡾ ॏ ݝ

߹ཱلೆ病院 令和6年4月8～26
6月3～2�

�໊
�໊

ொཱೆҏ病院 令和6年�月�3～3�
6月 3～2�

�໊
�໊

ຎ病院ࢤཱݝ 令和7年2月�0～28
3月 3～2�

�໊
�໊

ॏ大学ࡾ 高 知 ݝ 総߹病院ཱ͖͋ݝ 令和6年�月7～6月7 �໊

˔�ΦϯϥΠϯͰͷ߹ಉৼΓฦΓͷ࣮ࢪ
　LIC 期間中は、拠点病院で実習中の学生、指導医、各県の大学教員をオンラインでつなぎ、週
1 回の合同振り返りを実施しました。学生らの体験共有に加え、指導医や教員も実習へのフィー
ドバックを得る貴重な機会となりました。

ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʹ͓͚ΔΦϯϥΠϯͰの߹ಉৼΓฦΓ（令和 6 年 4～7月）：
ࢠの拠点病院ͱ֤大学ΛΦϯϥΠϯͰ݁Μͩ߹ಉৼΓฦΓの༷ݝ高知・ݝॏࡾ・ݝࢁ和Վ（ࠨ）
（ӈ）和医大ੜͱ高知大ੜʹΑΔɺ高知ݝ・ԭのౡͰの࣮शใࠂ（スϥΠυൃද）
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●ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʹ͓͚Δ学ੜ૬ޓྲྀަݣͷ༷ࢠʢྩ和��ʙ�݄ʣ

● -*$ ૬ޓྲྀަݣΛͨ͠ݧܦ学ੜ・ࢦಋ医・大学ڭһͷ

˞࣮शϨϙʔτࢪ࣮ۀࣄঢ়گใࠂॻɺҕһձ
ɹٞࣄΑΓҾ༻

高知ݝの大Ҫా病院Ͱ࣮शதɺౡ療ʹ
ಉͨ͠ߦ和医大ੜͱ高知大ੜ

高知ݝの͖͋総߹病院Ͱ࣮शதɺ๚療ʹ
ಉࡾͨ͠ߦॏ大ੜͱ高知大ੜ

療ॴͰࡏの͘·のͳΔݝॏࡾ
࣮शதの高知大ੜͱࢦಋ医

和Վݝࢁのڮຊࢢຽ病院Ͱ࣮शதの高知大ੜͱࢦಋ医
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❹ɹαΠτϏδοτ
ɹ˙�ମ࣮ݧश
ɹɹ˔߂�લ大学ͷڭ৬һ͕高知県Ͱମ࣮ݧशΛࢹ

　令和 7 年 2 月 17 ～ 19 日、弘前大学の教職員 5 名のサイトビジットを高知大学にて受け入れ
ました。高知大学にて臨床体験実習の視察や施設見学をおこない、医学部長、病院長と懇談の場
を持ちました。また、幡多けんみん病院での体験実習に弘前大学教職員が同行し、地域での実習
の様子を視察されました。
　関係者によるサイトビジット会議では、事業の進捗状況に関する情報共有をおこなうとともに、
今後の拠点間での連携強化、協力体制の構築に向けた議論が交わされました。

ɹ˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢײ・ٸٹࡂછίʔεʣ
ɹɹ˔�大学߹ಉ࣮शʹ߹Θͤڭ৬һ͕αΠτϏδοτΛ࣮ࢪ

　令和６年 5 月 25、26 日の消防防災航空センター視察及び高知県総合防災訓練に、3 大学の教
職員 10 名（高知大学 4 名、和歌山県立医科大学 3 名、三重大学 3 名）が参加し、災害に関する
取組について相互に評価をおこないました。また、令和 6 年 9 月 28 日、三重大学での大規模災
害訓練に高知大学２名、和歌山県立医科大学１名の教職員が参加し、意見交換をおこないました。

ʢ令和̓年݄̎ʣࢠපӃͷαΠトϏジοトͷ༷ڌͼٴେֶߴલେֶʹΑΔ߂

高知大学医学部ෟଐ病院৽病౩（ӡ༻։࢝લ）Λࢹ ෟଐ病院ʹ͓͚Δྟচମ࣮ݧशᶙ（ٸٹ部）ࢹ

αΠトϏδοトձٞ ഼ଟ͚ΜΈΜ病院Ͱのମ࣮ݧशΛࢹ
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ΞクςΟϒϥʔχϯάʢҬ૯߹療ɺ医療 %9ίʔεʣɺ-*$ͰͷαΠトϏジοトͷ༷ࢠʢ令和 �年 �݄ʣ

˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢҬ૯߹ྍίʔεɺ医ྍ%9ίʔεʣ
ɹ˔�大学ͷڭ৬һ͕高知大ੜͷ׆ڀݚಈͳͲΛݟ学

　地域総合診療コースでは毎年、3 大学持ち回りでサイトビジットを実施しており、令和 6 年度
は 5 月 20、21 日に高知県にて実施しました。高知大学にて地域総合診療コース、医療 DX コース
の研究活動の様子を見学し、学生や教員らと意見交換をおこないました。また、3 大学の教職員計
10 名（高知大学 4 名、和歌山県立医科大学 3 名、三重大学 3 名）が参加しサイトビジット会議を
実施しました。各大学がアクティブラーニングコースの実施状況について報告し意見交換をおこ
なったほか、T-COME の運用や合同シンポジウムについても協議をおこないました。

˙�ظܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
ɹ˔�大学ͷڭ৬һ͕高知県ͷڌපӃΛࢹ

　令和６年 5 月 19、20 日に、地域総合診療コースのサイトビジットとあわせて、3 大学の教職員
計 8 名（和歌山県立医科大学 3 名、三重大学 3 名、高知大学 2 名）が、高知県の拠点病院（幡多
けんみん病院、大井田病院、あき総合病院）を訪問しました。あき総合病院では、LIC 履修中の学
生 2 名（三重大学、高知大学）と指導医からのヒアリング、意見交換をおこないました。

地域総߹療コʔスのत業ݟ学 ͖͋総߹病院Ͱ࣮शதの学ੜ（ࡾॏ大学ɺ高知大学）ʹ
ώΞϦϯά

αΠトϏδοトձٞ 高知大学ɺࡾॏ大学ɺ和Վཱݝࢁ医科大学のڭ৬һ
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̏େֶ߹ಉؔࡂ࿈ࢪઃֶݟɾಛผߨԋʢ和Վݝࢁʣ

֓ཁͱత ３大学の教員、学生が、和歌山の防災施設見学をおこない意見交換することで、各県の
防災医療について学びを深める。

ɹɹɹ࣌ 令和 7 年 3 月 7 日（金）

ओɹɹɹ࠵ 和歌山県立医科大学

ձɹɹɹ 稲むらの火の館

ɹՃɹऀࢀ 24 人（３大学教職員 12 人、高知大学学生 3 人、和歌山県立医科大学学生 5 人、
三重大学学生 4 人）

λΠϜεέδϡʔϧ

12：00 　ＪＲ・和歌山駅東口集合
13：00 ～ 15：20　　稲むらの火の館（濱口梧陵記念館、津波防災教育センター）見学

特別講演
講師：平田隆行 （和歌山大学システム工学科准教授、災害科学・

レジリエンス共創センター副センター長）
題目：「被災前だからできる復興まちづくり・地域の大学の役割」

ࢠ学ɹͷ༷ݟઃࢪ�˙
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　̏ɽҬੑࢤΞϯέʔトௐࠪ
❶ɹܭڀݚըॻ
ɹᾇɹഎܠͱత

　医学の進歩に伴い、医療は高度化、細分化が進み、医師の大病院、都市部への偏在が社会問
題となっている。これに対し、全国の医学部では、入学定員を増やし、地域枠として卒業後の
医師不足地域での勤務を義務付け、医師の地域偏在の解消に努めている。しかし、地域枠卒業
医師が地域ニーズの高い総合的な領域（総合診療、救急、感染症、等）に進むことを期待され
ているにもかかわらず、専門分化された診療科を志向することも少なくない。学部教育として
学生に地域ニーズへの深い理解が求められるようになり、令和 4 年度、文部科学省の補助事
業「ポストコロナ時代における医療人材養成拠点形成事業」が公募された。
　高知大学、和歌山県立医科大学、三重大学では「黒潮医療人養成プロジェクト」として応募
し採択された。３大学の立地する高知県、和歌山県、三重県では、過疎高齢化が進み、中山間
地が多く、長い海岸線に沿って集落が点在するなど社会的な状況が類似しており、医療の安定
的な確保に共通課題がある。また、南海トラフ巨大地震が発生した際には、甚大な津波被害が
予想されている。本事業では、３大学で連携して地域指向型医学教育を推進し、地域ニーズを
深く理解し、課題解決のためにリーダーシップを発揮する医療人を養成することを目標にして
いる。
「黒潮医療人養成プロジェクト」では、各県に地域医療人材養成拠点病院を定め、同院での

低学年からの体験実習、高学年での長期滞在型のクリニカルクラークシップ（Longitudinal 
Integrated Clinical Clerkship）、複数学年にわたるアクティブラーニングコース、３大学合同
シンポジウムを計画している。こうした地域指向型教育の効果を測るために、継続的に学生の
地域指向性を調査することとした。

ɹᾈɹํڀݚ๏
アɹڀݚରऀ

　令和 4 年度から令和 10 年度に高知大学・和歌山県立医科大学・三重大学に在籍している
医学科の学生を対象とする。毎年、1 年生（入学時）、3 年生、5 年生、6 年生（卒業時）を対
象にアンケート調査を実施する。アンケート実施にあたり、適切な同意を得る。
イ ؒظڀݚ

令和 4 年度（倫理委員会承認日）～令和 11 年 3 月 31 日
ɹɹウɹσʔλऩूํ๏

　３大学それぞれに自大学の学生に対し、オンラインで実名のアンケート調査を実施する。
アンケート調査項目は、出身地の人口規模、地域指向性尺度 15 項目とする。アンケート調
査項目以外に、大学が把握し所属する教員に開示している学生基本情報（出身地、入試種別、
学年、履修科目、等）も利用する。地域指向性尺度は、川本らが開発した地域志向性尺度（文
科省科研 15K04236）を使用する。

ɹɹエɹੳํ๏
　研究責任者または研究分担者は、自大学の各学生のアンケート回答データから、個人情報
を削除し番号を付与し匿名化する。管理番号と学生の個人情報の対応表を別途作成し、アン
ケート回答データを扱うコンピュータと接続していない外部記録媒体に分けて保管する。管
理番号と個人情報の対応表を保存した外部記録媒体は施錠した保管庫で厳重に管理する。研
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究分担者は匿名化したアンケート回答 データのみを研究責任者に送付する。
　地域指向型の教育プログラムの履修により、学生の地域指向性が変化したかを調査し、プ
ロジェクトの有効性を検証する。また、入試制度（地域枠）、出身地の違いにより効果に差
異が生じるかも検証する。

ɹᾉɹྙཧతྀ
　本研究は、高知大学医学部倫理委員会の承認を受けることとする。データは厳格に管理する
こととし、本研究の目的のために限り使用し、第三者に提供及び開示を行わない。研究終了後、
不要となるデータ等は速やかに廃棄することとする。

ɹᾊɹڀݚ৫
　高知大学医学部家庭医療学講座　　　　　　　　阿波谷　敏英（研究代表者）
　和歌山県立医科大学地域医療支援センター　　　蒸野　寿紀
　三重大学大学院医学系研究科統合薬理学分野　　西村　有平

❷ɹྩ和�ௐࠪ݁Ռ
ɹᾇɹճ �ରऀ

　全体として 73.1％の回答率であった。令和 4 年度 53.3％、令和 5 年度 71.8％と比べて遜色
のない回答数を得ることができている。

ֶ年� �େֶߴ 和Վཱݝࢁ医Պେֶ� �ॏେֶࡾ

��年ੜ� �08ʗ ��4 �4.7ˋ� 8�ʗ �03 78.6� �2�ʗ �28 �7.7�

3�年ੜ� �08ʗ �23 87.8ˋ� �8ʗ �06 �7.0� �7ʗ �24 78.2�

��年ੜ� �4ʗ �04 �0.4ˋ� 74ʗ 88 84.�� ��4ʗ �2� ��.2�

6�年ੜ� 63ʗ �03 6�.2ˋ� �0ʗ �06 84.�� ��ʗ �2� �.��

શମ� 373ʗ 444 84.0ˋ� 263ʗ 403 6�.3� 347ʗ 4�8 6�.7�

ɹᾈɹҬੑࢤείΞ
　入学時は高いが学年が上がるにつれ低下、卒業時に再び上昇する傾向がある。また、出身地
の人口規模が小さいほどスコアが高い傾向がある。いずれも過去の調査と同様である。

ֶ年� �େֶߴ 和Վཱݝࢁ医Պେֶ� �ॏେֶࡾ

��年ੜ� �0.�4 ʶ 6.77� O��08 4�.03 ʶ 6.8� O� 80 4�.3� ʶ 7.�� O��23

3�年ੜ� 47.�6 ʶ 8.��� O� �� 4�.7� ʶ �.34 O� �6 47.0� ʶ 6.26 O� �6

��年ੜ� 48.78 ʶ 6.20� O� �0 4�.04 ʶ �.�� O� 7� 46.�6 ʶ 8.�7 O���0

6�年ੜ� 4�.�0 ʶ 6.�0� O� 62 46.67 ʶ 8.32 O� 8� 46.�8 ʶ �.�4 O� ��

શମ� 4�.06 ʶ 7.�0� O�3�� 46.�0 ʶ 8.�� O�2�6 47.82 ʶ 7.28 O�340

ग़ �େֶߴ 和Վཱݝࢁ医Պେֶ� �ॏେֶࡾ

大ࢢ� 47.0� ʶ 7.64 O� 88 46.2� ʶ 7.87 O� 7� 44.�0 ʶ 7.�0 O� 77

�地ࡏிॴݝ 4�.42 ʶ 6.�0 O��4� 46.76 ʶ 8.06 O� �8 47.80 ʶ 7.�3 O���7

地ํࢢ� �0.�3 ʶ 6.�2 O���� 46.�4 ʶ 8.�4 O� 77 4�.70 ʶ 6.60 O��36

�ଜ・ౡࢁ 48.43 ʶ �.78 O� 7 �2.60 ʶ �.0� O� �0 ��.80 ʶ 4.73 O� �0

શମ� 4�.06 ʶ 7.�0� O�3�� 46.�0 ʶ 8.�� O�2�6 47.82 ʶ 7.28 O�340
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❸ɹܦൺֱ
　学生全体のスコアを令和 4 ～ 6 年度で比較したが、いずれの大学においても有意な変化はない。

年度 �େֶߴ 和Վཱݝࢁ医Պେֶ� �ॏେֶࡾ

令和4年 48.34 ʶ 6.38� O�247 4�.77 ʶ 7.�6 O�273 48.63 ʶ 7.04 O���7

令和 �年 4�.28 ʶ 6.23� O�37� 48.�4 ʶ 7.76 O�277 48.67 ʶ 7.�7 O�332

令和 6年 4�.06 ʶ 7.�0� O�3�� 46.�0 ʶ 8.�� O�2�6 47.82 ʶ 7.28 O�340

　学年別に検討したが、大学、学年により特定の傾向は見られなかった。地域志向性の高い学生が
入学しているか、卒業時点での地域志向性を高められているか、今後とも注視をしていく必要がある。

��

��

��

��

��

��

��
和Վཱݝࢁ医Պେֶ

˙�令和4年　�˙�令和 �年　�˙�令和 6年

̍ੜ ̏ੜ ̑ੜ ̒ੜ શମ

��

��

��

��

��

��

��
େֶߴ

˙�令和4年　�˙�令和 �年　�˙�令和 6年

̍ੜ ̏ੜ ̑ੜ ̒ੜ શମ

��

��

��

��

��

��

��
ॏେֶࡾ

˙�令和4年　�˙�令和 �年　�˙�令和 6年

̍ੜ ̏ੜ ̑ੜ ̒ੜ શମ
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　令和４年度（ 1 年次、３年次）と令和 6 年度（ 3 年次、5 年次）、令和 5 年度（ 5 年次）と令和 6
年度（ 6 年次）の両方の回答が得られた学生について、地域志向性スコアを比較した。両年で有
効回答を得られた学生は、それぞれ 118 名、152 名、141 名であった。1 年次から 3 年次にかけ
て地域志向性の有意な低下が認められた。

શମ
O����

େֶߴ
O���

和Վཱݝࢁ医Պେֶ
O���

ॏେֶࡾ
O���

令和4年�年࣍ 48.�� ʶ 7.6� 4�.36 ʶ 7.�8 46.�� ʶ �.04 48.�� ʶ 7.47

令和6年3年࣍ 47.�3 ʶ 7.6� 47.3� ʶ 7.�2 4�.4� ʶ 6.�� 47.28 ʶ 6.�4

૿Ճྔ ô�.82 ʶ 6.20 ô2.0� ʶ �.�4 ô�.0� ʶ 7.82 ô�.67 ʶ 6.26

શମ
O����

େֶߴ
O���

和Վཱݝࢁ医Պେֶ
O���

ॏେֶࡾ
O���

令和4年3年࣍ 47.42ʶ7.02 �0.�6ʶ�.08 44.84ʶ 7.40 48.�0ʶ6.63

令和6年�年࣍ 46.8�ʶ8.26 4�.00ʶ6.84 4�.�6ʶ �.30 47.6�ʶ7.44

૿Ճྔ ô0.�3ʶ8.�3 ô�.�6ʶ�.02 0.3�ʶ��.68 ô0.8�ʶ6.��

pairFd�U-UFsU����1��0.0�����1�0.0�

˙��年��3˙　　࣍ 年࣍

��

��

��

��

��

OT OT

�年࣍�⾣⾣⾣��年࣍

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���

ˎˎ ˎˎ

和医大�O���

˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

��

��

��

��

��

�年࣍�⾣⾣⾣��年࣍

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���和医大�O���

OT OT OT OT
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શମ
O����

େֶߴ
O���

和Վཱݝࢁ医Պେֶ
O���

ॏେֶࡾ
O��

令和�年�年࣍ 48.�3 ʶ 7.6� 4�.23 ʶ 6.0� 48.2� ʶ 8.7� 44.44 ʶ 8.��

令和6年6年࣍ 48.26 ʶ 7.06 4�.8� ʶ 6.�� 46.�� ʶ 7.4� 46.67 ʶ �.02

૿Ճྔ ô0.27 ʶ 7.�0 0.66 ʶ 7.0� ô�.27 ʶ 7.32 2.22 ʶ �.0�

　次に、これら経年的な変化を追跡できた学生を、期間内での本プロジェクトのプログラム（必
修を除く）の受講状況により、高曝露、低曝露、曝露なしの 3 群に分けて検討をおこなった。概
ね 1 日単位のプログラムを 1 ポイント、1 週間で 5 ポイントとして各学生の受講状況を算定した。
20 ポイント以上の学生を高曝露群、0 ポイントを曝露なし群、それ以外を低曝露群とした。各
群の構成は、次のとおりである。

令和�年度�年࣍
　

˛

�令和 �年度�年࣍
令和�年度�年࣍
　

˛

�令和 �年度�年࣍
令和�年度�年࣍
　

˛

�令和 �年度�年࣍

മ࿐ͳ͠ 83 �32 ��

 മ ࿐ 2� �8 3�

高 മ ࿐ �4 2 ��

ܭ ��8 ��2 �4�

pairFd�U-UFsU����1��0.0�����1�0.0�

˙��年��6˙　　࣍ 年࣍

��

��

��

��

��

�年࣍�⾣⾣⾣��年࣍

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O��和医大�O���

OT OT OT
OT

��

ை医ྍਓཆϓϩδΣΫτࠇ
ྩ和̒ɹۀࣄใࠂॻ

Ⅲ
．
事
業
実
施
状
況
報
告

ҬੑࢤΞϯέʔτௐࠪ



　地域志向性スコアの平均は、1 年次から 3 年次にかけて有意に低下していた。教育プログラム
の受講状況別に検討すると、1 年次から 3 年次にかけて曝露なし群で有意に低下、5 年次から 6
年次にかけて高曝露群で有意に上昇していた。
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　次に 1 回目のアンケートの地域志向性スコアにより層別化して検討をおこなった。1 回目の地
域志向性スコアが中央値以下の学生を低志向群、中央値を超える学生を高志向群としてそれぞれ
教育プログラムの受講状況別に検討をおこなった。
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　1 回目のアンケートの地域志向性スコアが低い学生（低志向群）は、5 年次から６年次にかけて、有
意にスコアが上昇したが、１年次から３年次、３年次から５年次はスコアの有意な変化はなかった。し
かし、教育プログラムを受講した学生は、1 年次から３年次の高曝露群、3 年次から５年次の低曝露群
において有意にスコアが上昇した。
　一方で 1 回目のスコアが高い学生（高志向群）は 1 年次から３年次、３年次から５年次、５年次か
ら６年次といずれにおいても有意にスコアが低下した。しかし、教育プログラムを受講した学生は、１
年次から３年次の高曝露群、３年次から 5 年次の低曝露群、５年次から 6 年次の高曝露群において、
有意な低下はなかった。
　いずれも教育プログラムの履修状況が、地域志向性スコアの良好な変化を関係していることが明らか
となった。教育プログラムによりスコアが上昇した可能性はあるが、スコアが上昇した学生が興味を持
ち教育プログラムを選択した結果であるという可能性もある。
　また、低志向群では本プロジェクトの教育プログラムと関係なく 5 年次から６年次に地域志向性スコ
アが上昇し、高志向群では教育プログラムと関係なく１年次から３年次、３年次から５年次、５年次か
ら６年次にスコアが低下していることは、通常のカリキュラムが、このような傾向を誘発している可能
性がある。学生の地域志向性を涵養すること、志向性の高まった学生が地域志向性をさらに高める経験
ができるように学部教育全体を見直すことも検討の価値があると考えられる。

��

Ⅲɽ事業実施状況報告

ҬੑࢤΞϯέʔτௐࠪ



　̐ɽ報׆ಈ
　　˙�ェϒαΠト

　黒潮医療人養成プロジェクトの３大学だけではなく、他大学、地域医療機関の従事者、行政、
地域の人々にもプロジェクトを知っていただき、つながりを深めることを目的とし、令和５年２
月に開設しました。Instagram とも連動し、プロジェクトの活動の様子などを発信しています。

　　　˔�Ξクηε
・ΣϒαΠτ
　URL : https://kuroshio-pjt.com/

ɹ・*OTUBHSBN
　　ID : kuroshio_pj　

　　　˔�ίϯςϯπ
・はじめに 黒潮医療人養成プロジェクトの概要、事業責任者のあいさつ等
・プログラム説明 3 大学の各教育プログラムの説明
・e-learning 履修学生用のオンライン学習動画コンテンツ
・学生の声 本プロジェクトのプログラムを経験した学生と教員との座談会の様子
・シンポジウム 合同シンポジウムに関する告知や参加申し込み
・お知らせ・トピックス 更新のご案内、イベント開催の告知、事業報告書の掲載など
・関係者ページ 事業推進委員会、事業評価委員会の議事録など
・関係機関リンク 地域医療人材養成拠点病院のウェブサイトのリンク

　　　˔�ェϒαΠトདྷ๚ऀղੳ
　Google アナリティクス４によりウェブサイトに来訪者の動向を分析し、プロジェクトの魅
力がより伝わるよう、発信内容や広報活動の向上に努めています。3 月末時点で、サイトの総
ユーザー数は 6,882 人、総表示回数は 7.2 万回を記録しました。昨年の同時期と比べると総表
示回数は約 6 倍に増加しており、今後も積極的な情報発信に努めます。

ை医療人養成ϓロδΣΫトのΣϒαΠトトοϓϖʔδσβΠϯࠇ
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˔�ʮֶੜͷʯͷϖʔジ
　プロジェクトの学びの魅力や成果を、学生の体験
談を通じて活き活きと伝えることを目的としていま
す。令和６年８月に新たな記事を追加しました。ア
クティブラーニングコース（地域総合診療）で学会
発表を経験した三重大学の学生へのインタビューを
指導教員との座談会形式で紹介しています。

˙�*OTUBHSBN
　プロジェクトのイベントや体験実習の様子を Instagram に
投稿し、情報発信をおこなっています。Instagram の活用に
より、より多くの人々や医療機関との情報共有が可能になり、
交流の幅が広がりました。現在、フォロワー数は 456 人で
投稿数は開設当時から 86 となっています（令和 7 年 3 月 24 日時点）。
今後は投稿内容を充実させ、情報発信の相乗効果を高めていく
予定です。

ΞΫςΟϒϥʔχϯά（地域総߹療コʔス）࠲ஊձه事（Ұ部ൈਮ）

2025.2/5-7 黒潮医療人養成プロジェクト体験実習
（高知大学医学部 臨床体験実習Ⅰ in 高知県立あき総合病院）
高知大学医学部キャンパスからバスで東へ 50 分ほど、あき総合病院へ！
阿波谷教授によるオリエンテーションの後、研修医の先生に講演をしていただき、
病院見学を行いました。院長先生へのご挨拶では、皆さん緊張しています。
２日目からはそれぞれの診療科にわかれて実習を行います。皆さん、頑張ってくださいね。

˛ ˛�Πϯスλهߘ事（Ұ部ൈਮ）

研究活動を通じて得たものは？

教員　今回、研究から発表までの全体を通じて、自分自身で気づいた
ことやよかったことは何かありますか？

学生　僕は、学会参加は今回が2 回目でしたが、学生の間に参加して
おくことで、学会の空気感や先生方がどのように交流しているのかな
どがわかり、いい経験になりました。

また、僕はテーマ決定のアイデア段階において、いろいろな方向性を
思いついて若林先生と相談しながら研究を組み立てていきましたが、
その道筋の立て方や、結論をどう考えるかという一連のプロセスを経
験できたことが、とてもよかったと感じています。

教員　3 年生できちんと科学的な根拠に基づいて物事を見るという
ことを経験した上で、4 年生の終わりから臨床実習に臨むというの
は、とてもよい流れなのではないかなと思いますね。
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　黒潮の“K”の文字を３色のブロックで表現し、黒潮の波のイメージを合わせて
います。

　色は、和歌山県立医科大学がオレンジ、三重大学がグリーン、高知大学が
ブルーと各大学のイメージカラーを取り入れています。

　ロゴは、白と濃紺でクリーンな医療のイメージと親しみのある印象の書体と
しています。

黒潮医療人養成プロジェクト
ロゴマークについて



高知大学・和歌山県立医科大学・三重大学

（令和6年4月～令和7年3月）

文 部 科 学 省
ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業

事務局　高知大学医学部・病院事務部
　　　　総務企画課　地域医療支援室
　　　　TEL：088-888-2744
　　　　E-mail：kuroshiodmp@kochi-u.ac.jp

黒潮医療人養成プロジェクト
令和６年度　事 業 報 告 書





（令和6年 4月 ～ 令和 7年 3月）

令和６年度

事業報告書

文部科学省  ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業
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